
日本の伝統文化に触れる
　本庄市国際交流協会 20 周年記念フェスティバル
の日本文化体験ブースで実施した「着付け・茶道
体験」。
　参加者の多くは、普段着なれない和服を前に緊
張した様子でしたが、先生に着付けをしてもらう
とその美しさに自然と顔がほころびました。
　着物を着た後は、作法を学びながらお茶やお菓
子を楽しみ、自分の晴れ姿をカメラで撮影するな
ど、日本の伝統文化を満喫した様子でした。
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ー市政の発展に貢献された個人・団体を表彰ー

平成 28 年度市政功労者表彰式

受
賞
者
（
敬
称
略
・
受
賞
者
名
簿
順
）

▲�受賞者を代表して謝辞を

述べる小柏儀一氏。

年頭のごあいさつ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
29
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
ご
健
勝
に
て

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
11
月
に

本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
は
に
ぽ

ん
」
が
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ

ン
プ
リ
２
０
１
６
に
お
い
て
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

本
庄
商
工
会
議
所
を
中
心
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
、

団
体
な
ど
、
市
内
外
か
ら
広
く

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
同
じ
く
11
月
に
は
、

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳

顕
彰
会
」
が
埼
玉
文
化
賞
を
受

賞
。
本
庄
早
稲
田
駅
前
へ
の
保

己
一
少
年
像
の
建
立
や
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
顕
彰
祭
な
ど
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ

る
こ
れ
ま
で
の
顕
彰
事
業
が
評

価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
の
「
第
九
演
奏
会
」

や
11
月
の
群
読
劇
「
塙
保
己
一

物
語
」
の
公
演
な
ど
、
昨
年
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
活
発
な

文
化
活
動
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
６
月
の
共
栄
地

内
に
お
け
る
不
発
弾
の
撤
去
や

９
月
の
㈱
カ
イ
ン
ズ
と
の
共
同

開
発
に
よ
る
生
ご
み
水
切
り
器

の
商
品
化
、
12
月
の
本
庄
東
高

等
学
校
女
子
陸
上
部
の
全
国
高

校
駅
伝
へ
の
出
場
な
ど
、
多
く

の
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
リ
オ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
沸

く
一
方
、
熊
本
地
震
や
鳥
取
県

中
部
地
震
、
迷
走
台
風
10
号
な

ど
が
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
運
用
開
始
、
18
歳
選
挙

権
の
施
行
な
ど
、
私
た
ち
の
く

ら
し
に
関
す
る
大
き
な
出
来
事

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
や
韓
国
大

統
領
の
辞
任
表
明
、
北
朝
鮮
の

核
実
験
な
ど
、
国
際
情
勢
に
影

響
を
及
ぼ
す
重
大
な
事
案
も
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
、
本
市
で
は
大

規
模
改
修
を
終
え
た
市
立
図
書

館
が
今
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
の

伝
承
と
情
報
発
信
や
交
流
の
場

を
提
供
す
る
旧
本
庄
商
業
銀
行

煉
瓦
倉
庫
が
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

６
月
に
は
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
さ
ら
に
推
進
す
る
拠
点
と

し
て
、
中
央
公
民
館
跡
地
に
新

し
い
保
健
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
に
策
定
し

た
「
本
庄
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
、
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

施
策
の
充
実
な
ど
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
魅
力
の
創
造
や
発
信
に

努
め
、
「
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
」

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
は
、

平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
総
合

振
興
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
ま
す
。
人
口
減
少
、
高
齢
化

社
会
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
に
い
か
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
次

期
総
合
振
興
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
「
は
に
ぽ

ん
」
を
さ
ら
に
活
用
し
つ
つ
、

地
域
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る

た
め
、
観
光
振
興
計
画
の
策
定

も
進
め
ま
す
。

　

本
年
も
「
世
の
た
め
、
後
の

た
め
」
ま
ち
づ
く
り
に
魂
を
込

め
、
次
の
時
代
に
つ
な
ぐ
べ
く
、

市
政
の
さ
ら
な
る
発
展
に
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ま
の
、
よ
り
一
層
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

本庄市長　吉田 信解

　
   11

月
   

22
日
、
市
民
の
生
活
・
文
化
の
向
上
や
社
会
福
祉
の

増
進
な
ど
、
市
政
に
対
し
て
特
に
功
労
が
あ
り
、
他
の
模
範

と
な
る
人
に
対
し
、
市
政
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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絵画コンクール
◎小学生

「はっけよい、のこった」　

渡邉　陸斗さん（本庄東小１年）

「カイコ村に新かん線がやってきた！！」　

中　彩夏さん（共和小３年）

「色とりどりの諏訪神社」　

　　　　設樂　琴葉さん（仁手小４年）

◎中学校

「日本神社の自然」　

高岸　宝花さん（児玉中１年）

「若泉公園」　　

齊藤　さくらさん（本庄西中３年）

平成 28 年度

「県民の日」�記念式典

知事表彰

地方自治功労

元 (旧 )本庄市議会議員

阪上　良一　氏（東台）

消防功労

児玉郡市広域消防本部消防正監

中野　三千雄　氏（久々宇）

保健衛生功労

市学校歯科医

江川　知宏　氏（東台）

シラコバト賞

健やかな心身を育てる活動

市食生活改善推進員

木村　正子　氏（栄）

住みよいふるさとをつくる活動

埼玉県立児玉白楊高等学校　

　　　　　　　 （児玉町金屋）

県
では、毎年 11 月 14 日の埼玉県民の日に「県民の日記念式典」を開催しています。さまざまな分野

で県民の模範となる功績を挙げられた人たちや、県民の日記念作文コンクールと絵画コンクールで

入賞された小中学生のみなさんなどを表彰しています。

　市内では、次のみなさんがそれぞれ受賞しました。おめでとうございます。

長年にわたり、本

庄市議会議員とし

て地方自治の振興

発展に尽力し、市

議会議長・副議長

として議会の適正

かつ円滑な運営に

貢献。

37 年余りの永きに

わたり、消防職員

として消防業務に

精励。この間、幾

多の災害現場で、

豊富な知識と経験

から的確な判断で、

被害の軽減に尽力。

長年にわたり、本

庄市学校歯科医と

して、児童・生徒

の健康管理に尽力

してきたほか、開

業歯科医としても

地域歯科医療の充

実と発展に努めた。

記念作文コンクール（小学生）　

「期待でいっぱいのオリンピック」　

河野　奏真さん（金屋小５年）

料理教室や高齢者への配食サービスなど、食

を通じて健康づくりを広める活動を行い、健

康の保持増進に大きく寄与。

地域貢献を目的に、生徒が栽培し

た草花で公共施設の植栽を行って

いる。写真は児玉駅前の花壇を生

徒が栽培した 12 種類の花木で飾っ

ている様子。

◆秋平小学校

蚕糸絹文化学習教育奨励褒賞��������
( 蚕を学ぶ奨励賞 )　

　毎年、秋平小学校では小学３年生の

総合的な学習の時間において蚕を取り

上げ、飼育から繰糸までの一連の作業

を体験させています。

　蚕を生物観察の素材だけでなく、郷

土の歴史・文化を知る対象として着目

して行う活動が評価され、一般財団法

人大日本蚕糸会より表彰されました。

◆中央小学校

全国学校体育研究最優秀校

　第 55 回全国学校体育研究大会福島大

会が 11 月 10 日に行われ、中央小学校

が全国学校体育研究最優秀校に選ばれ、

文部科学大臣から表彰されました。

　中央小の体力向上への研究が、自校

だけでなく、市内及び県内外の学校体

育の向上に貢献していることが認めら

れての受賞となりました。

埼玉県国民健康保険
関係者功績表彰

　国民健康保

険運営協議会

委員としての

功 績 を 称 え、

埼玉県知事か

ら表彰されま

した。おめでと

うございます。 木村　保　氏

（児玉町入浅見）

▲ 繰糸体験をする秋平小の３年生たち。

貴重な体験に、児童たちも興味津々。

第 10 回�

塙保己一賞
表彰式・記念コンサート

①

② ③

第 10 回特別賞　新井　淑則　氏（皆野町）

　全盲。皆野町立皆野中学校教諭（国語）。「合理的配慮」の先駆け的な

活動として、教員採用試験の点字受験などに向けた活動を行っている。ま

た、盲導犬の役割、視覚障害者の立場、そして自らの歩んだ人生をテーマ

に講演活動を行っている。

奨励賞　踊　正太郎　氏（茨城県石岡市）

　全盲。津軽三味線奏者。６歳から津軽三味線を始め、16 歳で津軽三味

線全国大会デビューし、初出場ながら６位入賞。以来、津軽三味線全国大会

で三連覇、第２回津軽三味線日本一決定戦で第１位となるなど実力を発揮。

県では、平成 19 年度から塙保己一の精神を受け継ぎ、障

害がありながらも不屈の努力を続け社会的に顕著な活

躍をしている人や障害者のためにさまざまな貢献をしている

人に「塙保己一賞」を贈っています。12 月 17 日、今年度で

第 10 回目となる表彰式が塙保己一生誕の地である本庄市の

セルディで開催されました。

　当日は、塙保己一学園中学部２年の小谷野わかばさんと

ジャズボーカリストのおぬきのりこさんによる「塙保己一に

捧ぐ」の二重唱で幕を開け、表彰式後には、奨励賞を受賞し

た踊氏による記念コンサートが行われ、市内外から訪れた多

くの人たちを魅了しました。

大賞　竹内　昌彦　氏（岡山県岡山市）

　全盲。25 年にわたり障害者の人権理解に関する講演を全国各地で行う。

パラリンピック東京大会で盲人卓球優勝。モンゴル国とキルギス共和国に

視覚障害者の支援施設を設置し、両国の全盲の子どもたちに治療費を援助。

貢献賞　岡村　原正　氏（戸田市）

　盲人用福祉機器の設計・製造、販売を展開する会社の代表取締役。平

成３年に、世界初の点作図プロッタ機構を搭載した点字プリンタ・プロッ

タを発売。点字プリンターなどの汎用化や高性能化に向けて、熱心に取り

組んでいる。

①記念撮影。前列左から
貢献賞の岡村氏、大賞の
竹内氏、奨励賞の踊氏、
特別賞の新井氏。
②オープニングイベント。
杉山茂生さんと秋山清英
さんが手掛けた楽曲「塙
保己一に捧ぐ」などを小
谷野さんとおぬきさんが
歌いあげ、会場中から盛
大な拍手が送られた。
③踊氏による記念コン
サート。重厚かつ繊細な
津軽三味線の音色で多く
の人を沸かせた。
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昭
和
56
年
11
月
の
建
設
か
ら
、
30
年

あ
ま
り
の
月
日
が
経
過
し
、
耐
震
診
断

の
結
果
、
補
強
工
事
が
必
要
と
な
っ

た
図
書
館
本
館
。
平
成
27
年
10
月
か

ら
開
始
し
た
大
規
模
な
改
修
工
事
が
完

了
し
、
１
月
21
日
㈯
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
図
書
館
本
館
は
、
耐

震
壁
の
新
設
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

外
壁
の
張
り
替
え
、
内
装
改
修
な
ど
新

た
な
装
い
に
。
ま
た
、
３
階
を
オ
ー
プ

ン
に
し
、
飲
食
や
会
話
も
可
能
な
気
軽

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
ま
し

た
。
親
子
で
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を

楽
し
め
る
和
室
が
あ
り
、
ま
たWi-fi

環
境
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン

を
持
参
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。            

　

新
た
な
生
涯
学
習
の
知
の
拠
点
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
図
書
館
を
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

これまでの図書館とどこが変わった？

Library

　１月 21 日・22 日の２日間、
本館で本を借り
た人にオリジナ
ル貸出袋をプレ
ゼント！
※両日先着
250 人ずつ

おはなしコーナー
木のぬくもりに満ちた空間で、
絵本に親しむことができます。

多世代交流室
会話をしながらの飲食や、畳では
親子で読み聞かせなどを楽しめま
す。Wi-fi 環境も整い、スマートフォ
ンなどでネット利用も可能に。

１階

２階

３階

静かな読書・勉強のためのフロア

飲食・会話も楽しめるフロア

ヤングアダルトコーナー
中高生におすすめの図書を集め
たコーナーです。

中高生活動室
中高生の活動・展示の場に。市内の高校
の資料なども設置します。

本と出逢えるフロア

　　　　関口芙沙恵氏

　「田島弥平と郷土の人々」

●日時 １月 28 日 ㈯ 午後２時～
●会場　本館２階　会議室
●定員　70 人（先着順）

◎ Profile　関口芙沙恵  氏
群馬県出身の作家。本庄高校卒。
昨年、幕末～明治にかけ、養蚕
の改良に指導的役割を果たした
田島弥平の物語「いのちの桜～
田島弥平物語～」を出版。

いのちの桜
～田島弥平物語～

講演会

会議室
図書館主催の文芸講演会や講座
などのイベントを開催します。

読書室
利用しやすさを求め、個別
の机の割合を増やしました。

Renewal
Open

　　  おはなし会
●日時　１月 21 日㈯
　　　　午前 11 時～
●場所　児童室おはな
　　　　しコーナー

　　  図書館探検
普段見られない閉架書
庫もご案内します。
●日時　１月 21 日㈯
　　　　午後２時～
　　　　１月 22 日㈰
　　　　午前 11 時～
●場所　児童室

　　 しおりをつくろう！
お気に入りの写真や木の
葉などをお持ちください

（５㎝×７㎝以内）。なく
ても参加できます。
●日時　１月 22 日㈰
　　　　午後２時～
●場所　児童室　

※いずれも事前申込は不要です。

仮 仮

仮

仮

仮
仮仮 図

書
館
本
館
が
１
月
21
日
㈯

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン●所  在  地　本庄市千代田４－１－９

●電話番号 　☎㉔３７４６
●開館時間　午前９時 30 分～
　　　　　　午後６時 15 分
●休  館  日　月曜日（祝日の場合は
　　　　　　翌日）、月末日、
　　　　　　年末年始、特別整理期間

リニューアル記念イベント

駐車スペースを拡大

図書館東側に駐車場を新
設しました。

リニューアル記念貸出袋

▼建物以外で変わったところも

祝日も開館

これまでは祝日を休館日としてい
ましたが、１月 21 日㈯からは祝
日も図書館をオープンします。
※月曜日が祝日に当たる場合、翌日火
曜日が休館日となります。

※オープン日は開館前にセレモニーを行うため、午前９時 30 分までは臨時駐車場（本庄西　
小学校）へ駐車してください。

お
詫
び
と
訂
正　
広
報
12
月
号
で
、「
図
書
館
本
館
は
１
月
21
日
㈯
ま
で
休
館
」
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、
１
月
21
日
㈯
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
15
分
ま
で
開
館
し
ま
す
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す
。

◎赤ちゃんの駅もあります。
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　大規模災害時の消防と医療機関の連携強化を図るた
め「埼玉県特別機動援助隊」による合同訓練を実施し
ます。ぜひご来場ください。

●日時　２月 10 日㈮　午前 10 時～正午
●会場　本庄総合公園
●内容　消防、医療機関による災害時救出救護訓練
※見学の際は、総合公園第１駐車場（四季の里側）を
　ご利用ください。シルクドーム北側の砂利駐車場は、
　2 月 9 日㈭から 10 日㈮まで利用できません。
※当日は、多くの車両の走行や防災ヘリ活動のため交
　通規制を行います。ご協力をお願いします。

　将来を担う市内の中学生議員 18 人が、通常の市議
会と同じように一般質問などを行います。
　今年度からは、本庄第一中学校も加わり、公立・私
立中学合わせて６校の新体制でのまちづくり議会とな
ります。
　市政に対して率直な意見を述べる中学生の議会を議
場で傍聴してみませんか。

●日時　２月 14 日㈫　午後２時 30 分～
●会場　本庄市議会議場
※議会事務局で受付後に入場してください。
※議場内での撮影はできません。

　ファミリー・サポート・センターでは、地域で子育
てを行うため、忙しい保護者に代わって塾の送迎など
の子育て支援を行っています。

●対象　育児の援助ができ、全日程参加可能な 20 歳
　　　　以上の市内在住者（学生は除く）
●定員　20 人　　　　●参加費　無料
●申込　１月 16 日㈪から直接又は電話でファミリー・
　　　　サポート・センターへ

　平成 28 年市議会第４回定例会が、11 月 28 日から
12 月 20 日までの 23 日間の日程で開催されました。
　今議会には、旧本庄商業銀行煉瓦倉庫を公の施設と
して設置し、管理することに関し必要な事項を定める
ための「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の設置及び管理に関
する条例」、地域福祉を推進する基本計画として本庄
市地域福祉計画を策定するための「本庄市地域福祉計
画審議会条例」など、30 議案を提出しました。また、
議員提出議案として意見書２議案が提出されました。
　審議の結果、閉会中の継続審査とされていた平成
27 年度決算認定関係の９議案を含む計 41 議案が、原
案のとおり可決・同意・認定され、閉会しました。

「埼玉県特別機動援助隊」とは
　知事の指示又は要請に基づき、特
別に訓練された機動救助隊、防災航
空隊、災害派遣医療チームが県内の
大規模な災害現場に迅速に出動し、
効果的な救助・医療活動を行う部隊。

イベント

イベント

募　集

お知らせ

▶大規模災害時に備えて

▶将来を担う中学生による議会

▶地域で子育て

▶条例、補正予算など 41 議案を審議

★児玉郡市広域消防本部警防課☎�８３９１

★秘書広報課☎�１１５５ ★議会事務局☎�１１４８

★ファミリー・サポート・センター☎�２７５５
（本庄市社会福祉協議会内）

★地域福祉課☎�１１２７

特別機動援助隊合同訓練 ファミリー・サポート・センター
事業援助会員養成講座

平成 28 年市議会第４回定例会
第 11 回
中学生まちづくり議会を開催

高齢者等とその家族の暮らしを支える制度

はにぽんチャレンジ 2016　賞品交換を開始

Information ほんじょうインフォメーション

　市では、在宅で生活している支援が必要な高齢者等やそのご家族に対して、以下のサービスを実施しています。
サービスを利用する際には申請が必要です。詳しくは地域福祉課へお問い合わせください。

　今年度のポイント対象事業に参加して集めたポイン
トで、賞品と交換できます。交換期間中に忘れずに賞
品と交換しましょう。
●賞品交換期間　１月 10 日㈫～３月 31 日㈮
●交換ポイント　A コース（100 ポイント）
　　　　　　　　B コース（50 ポイント）
　　　　　　　　努力賞  （20～48ポイント）
●申請窓口　保険課（市役所１階）、市民福祉課（アス
　　　　　　ピアこだま内）、本庄市保健センター
●対 象 者　20 歳以上の市内在住者
※交換申請日時点で参加資格のある人が対象です。

●賞品交換方法
▶Ａコース又はＢコース
①ポイント手帳と保険証を持って、申請窓口で申し込み。
②賞品引換券を受け取る。
③賞品引換券を持って、協力店で希望賞品と交換。
※協力店の営業時間や準備の都合がありますので、事
　前に協力店へ電話等でご確認ください。
▶努力賞
①ポイント手帳と保険証を持って、申請窓口で申し込み。
②その場で賞品（はにぽんタオル）と交換。
※賞品の交換は、当該年度に１回限りです。

お知らせ

お知らせ

▶今年度の頑張りを賞品に

▶安心して暮らせるように

★保険課☎�１１１６

事業名 対象者の要件 事業内容 本人
負担

緊急通報
システム事業

おおむね65歳以上の在宅の一人暮らしで、身体上慢性
的な疾患等により、日常生活を営む上で常時注意を要
する人

急病など緊急を要するときに、受信セ
ンターへ通報できる装置を貸与 あり

徘徊高齢者探知事業 徘徊行動のあるおおむね65歳以上の在宅の認知症高齢
者の家族等

認知症により徘徊行動のある高齢者の
家族等に携帯用端末を貸与 あり

要介護高齢者
紙おむつ支給事業

介護保険で要介護４又は５に認定されている40歳以上
で、失禁の状態にある在宅生活の人

市の委託業者が月に一度自宅へ指定の
紙おむつ等を配送 なし

要介護高齢者
介護手当支給事業

介護保険で要介護４又は５に認定されている60歳以上
の高齢者と同居して常時介護している人

月額８，０００円を支給
(入院・ショートステイ等を16日以上利
用した月は支給対象外）

なし

家族介護慰労金
支給事業

①～③全てに該当する高齢者と同居して常時介護して
いる市民税非課税世帯の家族
①要介護４又は５に認定されてから１年以上経過
②過去１年間に介護保険サービスを利用していない
③過去１年間に、１か月以上継続して入院していない

１世帯につき10万円(年額)を支給 なし

日時 内容 会場
２月３日㈮
午前10時～11時30分

ファミサポ事業概要説
明・身体の発育と病気

はにぽんプラザ
活動室Ａ

２月６㈪～23日㈭
午前10時～11時30分

保育園へ見学にいって
みよう～子どもや保育
士の観察～（都合のよ
い日程1日）

各保育施設

２月17日㈮
午前10時～正午

児玉郡市広域消防本部の
見学・子どもの手当～焦
らず対応するために～

児玉郡市広域
消防本部

２月24日㈮
午前10時～11時30分

保護者との関わり方につ
いて・援助活動の実際

はにぽんプラザ
活動室Ａ

品　名 協力店 電話番号
花鳥風月　四季彩々（ねりきり） あさ美製菓舗 �２５９８
山車郷愁の香（せんべい） あかね �４０１６
はにぽんのれん 小渕捺染 �２１２５
グルコサミンとコンドロイチン18本セット

小針乳業 �２１２２充実野菜18本セット
もろみ黒酢18本セット
銘菓詰合せ（くわつみ饅頭・まゆ玉・本庄めぐり） 笹屋製菓舗 �２２９７
桐炭石鹸 関根桐材店 �６１２７
はにぽんのおやつギフト パンとお菓子

マロン �１２５８
はにぽんと歩こうふるさと本庄菓子めぐり
タニタ食堂の100ｋcalデザート10個セット

小針乳業 �２１２２
おいしい低糖質プリン10個セット
本庄銘菓金鑚太鼓６個セット こまつや製菓舗 �３３０５

品　名 協力店 電話番号
くわつみ饅頭（10個入り） 笹屋製菓舗 �２２９７
はにぽんわっふる６個セット 御菓子司せきね �２３１５
秩父家最中としょうゆだんごセット 秩父家菓子店 �０８６６
はにぽんチャレンジパック

（漬物４種・手造りおなめカップ） 中沢食品 �２５９２

本庄絣の匂い袋 お仏壇の根岸 �２５９０

野菜詰合せ
ＪＡ埼玉ひびきの
あおぞら館直売所
こだま館直売所

�４１８３
�２８１８

はにぽんボールペン・シャープペンシルセット マメヤ文具店 �３４２１
厳選素材のクッキー詰合せ マリーレン �１４６６
本庄菊いもサブレ パンとお菓子

マロン �１２５８
マロンのラ・セーヌ

Ａ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス

Ｂ
コ
ー
ス
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■
申
告
相
談

　
「
平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民

税
申
告
」
と
「
平
成
28
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
」（
還
付
申
告
な

ど
の
簡
易
な
申
告
の
み
）
の
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
会
場

①
２
月
14
日
㈫
～
20
日
㈪

　
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

②
２
月
21
日
㈫
～
３
月
15
日
㈬

　
市
役
所
６
階　
大
会
議
室

※
各
地
区
ご
と
の
申
告
日
程
表
は

広
報
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

■
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

Ｑ　
収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
申

　
告
は
必
要
で
す
か
？

Ａ　
収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

　
市
民
税
・
県
民
税
申
告
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

・
16
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

　
入
者
と
そ
の
世
帯
主

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険

　
者
と
そ
の
世
帯
主

・
介
護
保
険
被
保
険
者
と
そ
の
世

　
帯
主
及
び
世
帯
員

・
市
営
住
宅
及
び
県
営
住
宅
入
居

　
者
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

・
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
な

　
人

Ｑ　
申
告
に
必
要
な
も
の
は
何
で

　
す
か
？

Ａ　
次
の
書
類
な
ど
を
用
意
し
て

　
く
だ
さ
い
。

①
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
通
知

　
カ
ー
ド
及
び
身
元
確
認
の
で
き

　
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
申
告
手
続
き
の

際
に
は
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

②
印
鑑

③
所
得
が
わ
か
る
も
の

・
給
与
所
得
、
年
金
所
得
の
あ
る

　
人･･･

源
泉
徴
収
票

・
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
）、

　

不
動
産
所
得
の
あ
る
人･･･

収

　
支
内
訳
書
（
事
前
に
収
支
計
算

　
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

・
配
当
所
得
、
一
時
所
得
、
雑
所

　

得
の
あ
る
人･･･

年
間
取
引
報

　
告
書
、
支
払
調
書

④
各
種
控
除
を
証
明
で
き
る
も
の

・
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

　

･･･

社
会
保
険
料
（
国
民
健
康

　
保
険
、
国
民
年
金
、
介
護
保
険
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な
ど
）

　
の
領
収
書
又
は
支
払
証
明
書

・
生
命
保
険
料
控
除
（
一
般
、
個

　
人
年
金
、
介
護
医
療
）
及
び
地

　
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人･･･

　
控
除
証
明
書

・
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人･･･

　
領
収
書
又
は
支
払
証
明
書

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人･･･

　
医
療
費
の
明
細
書
及
び
医
療
機

　
関
の
領
収
書
（
※
保
険
金
な
ど

　
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
あ
る

　
人
は
そ
の
金
額
が
わ
か
る
書
類

　
も
必
要
で
す
）

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人･･･

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　
障
害
者
控
除
認
定
書

⑤
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、

　
申
告
者
本
人
名
義
の
口
座
が
確

　
認
で
き
る
預
金
通
帳
な
ど

Ｑ　
医
療
費
控
除
を
受
け
た
い
の

　
で
す
が
必
要
書
類
は
何
で
す
か
？

　
ま
た
、
市
で
作
成
し
て
も
ら
え

　
ま
す
か
？

Ａ　
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

　
と
「
医
療
費
の
明
細
書
」
が
必

　
要
で
す
。
事
前
に
診
療
を
受
け

　
た
人
ご
と
、
医
療
機
関
ご
と
に

　
累
計
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
書
類
の
作
成
は

　
行
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
健
康
保

　
険
や
生
命
保
険
の
制
度
等
か
ら

　
の
補
て
ん
金
分
は
、
医
療
費
か

　
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
は
、
税

務
署
、
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）、

市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｑ　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
す

　
が
、
申
告
は
必
要
で
す
か
？

Ａ　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場

　
合
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
公
的
年
金
の
収
入
が
４

　
０
０
万
円
以
下
で
公
的
年
金
以

　
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場

　
合
、
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が

　
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る

　
場
合
や
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載

　
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
に
各
種

　
控
除
を
追
加
す
る
場
合
は
市
民

　
税
・
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

■
所
得
税
の
還
付
を

　
　
　
　
　
　

 

受
け
る
人
へ

　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
、
１
月
４
日
㈬
か
ら

本
庄
税
務
署
に
提
出
又
は
e-

Tax

を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。
申

告
相
談
会
場
は
非
常
に
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
還
付
申
告
を
す
る
人

は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税

理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
平
成
28
年
度
の
税
制
改
正

医
療
費
控
除
の
特
例
（
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
）
の
創
設

　
検
診
や
予
防
接
種
等
を
受
け
て

い
る
人
が
、
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
33
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の
購
入
費

用
（
年
間
10
万
円
を
限
度
）
の
う

ち
１
万
２
千
円
を
超
え
る
額
を
所

得
控
除
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
医
療
費
控
除
は
、
こ
の

特
例
又
は
従
来
の
医
療
費
控
除
の

ど
ち
ら
か
一
方
の
み
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
…
特

定
一
般
用
医
薬
品
（
要
指
導
医
薬

品
及
び
一
般
用
医
薬
品
の
う
ち
、

医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬

品
）

　
今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
早
め
に
準
備
を
し

て
申
告
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

市
民
税
・
県
民
税

申
告
相
談
と
よ
く
あ
る
問
い
合
わ
せ

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３

▶確定申告書に個人番号（マイナンバー）　
　の記載が必要になります
　平成28年分の確定申告から、申告書等への個人
番号の記載が必要になります。また、税務署等に
個人番号を記載した申告書などを提出する際は、
本人確認書類の提示又は本人確認書類の写しを申
告書等に添付していただく必要があります。
本人確認を行うときに使用する書類の例
①個人番号カード（番号確認と身元確認）
②通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保　
　険被保険者証等（身元確認）
▶確定申告書は自宅で作成できます！
　還付申告は、確定申告期間（２月16日㈭～３月　
　15日㈬）の前から行えます（土・日・祝日を除く)。
　確定申告書の作成は国税庁ホームページ「確定
申告書等作成コーナー」で簡単に作成できます。
　作成した申告書を自宅のプリンタで印刷し郵送

　申告相談及び申告書の作成を無料で行います。希望者は、事前に各税理士事務所に電話連絡のうえご利用
ください。なお事前連絡の際に、相談日時、必要書類等を確認してください。
対象　年収600万円以下の給与所得者で医療費控除や住宅借入金等特別控除などの申告をする人、及び年金　　　
　　　受給者で確定申告が必要な人
●無料税務相談の日程表（相談時間：午前９時30分～午後４時）　　　　　　　　　

等で提出できますのでご利用ください。また、作
成したデータは「e-Tax(電子申告)」を利用して提
出することもできます。詳しくは、国税庁ホーム
ページ又は税務署にお問い合わせください。
▶確定申告をすれば税金が戻る人
　給与所得者で確定申告の必要がない人でも、次
のような場合、源泉徴収された税金が納め過ぎに
なっている場合、還付を受けるための申告（還付
申告）により税金が還付されます。
①災害・盗難・横領により住宅や家財などの資産　
　に受けた損害等について雑損控除を受ける場合
②病気やけが等で支払った多額の医療費について　
　医療費控除を受ける場合
③家屋を住宅借入金等で新築や購入、増改築等を
　して（特定増改築等）、住宅借入金等特別控除　
　を受ける場合など

★本庄税務署☎�２１１１（自動音声案内）

Info

相談

本庄税務署からお知らせ

平成 28 年分所得税確定申告
税理士による無料税務相談をご利用ください

日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月１日㈬
青木　貴子 �３４９１ 南
柴﨑　　厚 �０６０６ 栄
黒田　浩次 �６７４５ 見福

２月２日㈭
塚本　富雄 �０６８４ 美里町下児玉
山田　米雄 �６３６１ 上里町七本木
角谷　高之 �５３７０ 駅南

２月３日㈮
池田　敦司 �７９０１ 西富田
黒澤　祥一 �１４１４ 上里町七本木
野沢　一雄 �２６９６ 上里町七本木

２月４日㈯

岩堀　　薫 �１６７８ 朝日町
藤井　桂一 �３６２５ 見福
根岸　精一 �２２３５ 五十子
松本　和弘 �０３１５ 上里町三町

２月６日㈪
浅見　秀子 �０６７９ 西富田
高橋　幸一 �１９８０ 児玉町児玉
真々田　豊 �４５２９ 東台

２月７日㈫
石田九洲男 �６８５７ 本庄
小川　　輝 �０８８８ 牧西
目時　　悟 �８８５９ 上里町金久保

日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月８日㈬
木村　睦子 �１１２０ けや木
須永　秀和 �４８６７ 前原
田村加代子 �８８５９ 上里町金久保

２月９日㈭
小池　裕太 �３０７４ 本庄
田中　圭二 �３７３３ 栗崎
三沢　俊之 �２８００ 朝日町

２月10日㈮
小暮眞一郎 �２１４１ 上里町勅使河原
多賀谷　実 �７８７１ 見福
根岸　孝明 �９２６９ 栗崎

２月13日㈪
塚本　雅俊 �４９１０ 上里町七本木
松本　純一 �０３１５ 上里町三町
三澤　力男 �７９８８ 朝日町

２月14日㈫
田村　幸一 �７８０８ 下野堂
松本　　健 �５６１４ 本庄
山下　政信 �１３１７ 児玉町吉田林

２月15日㈬
松本　悦子 �１９６５ 若泉
宮田　昌代 �２７６４ 上里町七本木
吉澤　政志 �９９４５ 上里町勅使河原

＊お問い合わせは、関東信越税理士会本庄支部（☎�７０９１）へ

税
Tax
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�広報ほんじょう
��毎月１日・32,500 部発行

掲載位置　 「くらしの情報station」

          のページの最下段

募集枠数　８枠

大�き�さ　おおむね縦52㎜×横86㎜

刷　　色　単色（黒）

広�告�料　３号分につき３０,０００円

掲載期間　４月～６月号（３号分）

※３号単位で最長で平成30年３月まで（12号

分）の申し込みも可能です。

�角形２号公用封筒
���主に市役所の各課から市民、

　関係機関等への文書送付に使用

掲載位置　封筒裏面

募集枠数　６枠

大�き�さ　おおむね縦60㎜×横100㎜

刷　　色　単色（黒）

印刷枚数　３０,０００枚

広�告�料　１枠あたり３０,０００円

掲載期間　 印刷後、市が使用を終えるまでの期

間で、３月頃から約１年間

�洋形４号介護保険用封筒
��主に認定結果通知や支給決定通知に使用

掲載位置　封筒裏面

募集枠数　４枠

大�き�さ　おおむね縦30㎜×横85㎜

刷　　色　単色（黒）

印刷枚数　３０,０００枚

広�告�料　１枠あたり３０,０００円

掲載期間　 印刷後、介護保険課が使用を終える

までの期間で、３月頃から約１年間

申　　込　次の書類を郵送又は直接下記へ提出

　　　　　① 有料広告掲載申込書（秘書広報課・企画課で配布又

は市ホームページからダウンロードしたもの）

　　　　　②広告の原稿（電子データ）

　　　　　③申込者の事業内容等がわかる書類

　　　　　　　　　　　　　　（パンフレット等）

　　　　　④市町村民税の納税証明書（申込者が市外の場合）

郵�送�先　〒３６７―８５０１

　　　　　本庄市本庄３―５―３

　　　　　・本庄市役所秘書広報課

　　　　　　（広報紙・ホームページ広告申込の場合）

　　　　　・本庄市役所企画課（封筒広告申込の場合）

申込期間　１月27日㈮まで（必着）

　　　　　※ホームページ広告は随時募集しています。

注意事項

・内容によっては掲載できない場合があります。

・応募多数の場合は抽選等により掲載を決定します。

※詳しくは「本庄市有料広告事業取扱要綱」をご覧ください。秘

書広報課・企画課で配布又は市ホームページで閲覧できます。

★秘書広報課☎�１１５５、企画課☎�１１５７

�本庄市ホームページ
　毎月平均６万アクセス以上

掲載位置　トップページ最下段

　　　　　（右上に１枠ランダム表示）

大�き�さ　上下50ピクセル×左右150ピクセル

形　　式　GIF形式で静止画

広�告�料　月額１１,０００円

　　　　  （ 長期掲載割引あり：６～８か月５％、

　　　　　　　　　　９～11か月10％、12か月15％）

掲載期間　１か月単位（最長12か月）

広
告
募
集

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
広
告
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
市
の
広
報
紙
や
封
筒
は
市
民
や
公
共
施
設
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
所
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
店
・
事
業
者
等
の
み
な
さ
ん
、
自
慢

の
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

特
別
支
援
教
育
補
助
教
員

応 

募
資
格 

 

小
学
校
又
は
中
学

校
の
教
員
免
許
状
（
有
効
期

限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
を

有
す
る
人

募
集
人
数 

 

数
人　

勤 

務
場
所 

 

市
立
小
・
中
学
校

（
教
育
委
員
会
が
指
定
）

仕 

事
内
容 

 

○ 

主
に
特
別
支
援
学
級
に
在
籍

す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

○ 
授
業
や
学
校
生
活
に
お
け
る

補
助
他

勤 

務
条
件　

① 

勤
務
時
間 
１
日
７
時
間
45

分
、
年
間
１
６
５
日
以
内
（
校

長
が
指
定
）

②
賃
金 

１
日
９
、
３
０
０
円

③
労
:
○　

社
:
○　

雇
:
○

日
本
語
指
導
教
室
支
援
員

　
　
　
　
　
　
　

（
通
訳
）

応 

募
資
格　

主
に
ス
ペ
イ
ン

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
等
を
翻

訳
で
き
る
人

募
集
人
数 

 

数
人　

勤
務
場
所 

 

市
立
小
・
中
学
校

（
教
育
委
員
会
が
指
定
）

仕
事
内
容 

○ 

日
本
語
指
導
教
室
に
係
る
通

訳
と
日
本
語
指
導
補
助

○ 

学
校
・
学
級
だ
よ
り
等
の
翻

訳
他

勤
務
条
件　

① 

勤
務
時
間 

１
日
５
時
間
45

分
、
年
間
２
０
０
日
以
内
（
校

長
が
指
定
）

②
賃
金 

１
日
９
、
３
０
０
円

③
労
:
○　

社
:
○　

雇
:
○

学
習
補
助
教
員

応 

募
資
格 

 

小
学
校
又
は
中
学

校
の
教
員
免
許
状
（
有
効
期

限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
を

有
す
る
人

募
集
人
数 

 

数
人　

勤 

務
場
所 

 

市
立
小
学
校
（
教

育
委
員
会
が
指
定
）

仕
事
内
容 

○ 

担
任
と
協
力
し
た
学
習
指
導

や
支
援

○
学
力
向
上
に
関
す
る
こ
と
他

勤
務
条
件 

① 

勤
務
時
間 

１
日
５
時
間
、

年
間
１
６
５
日
以
内
（
校
長

が
指
定
）

②
賃
金 

１
日
６
、
０
０
０
円

③
労
:
○　

社
:
×　

雇
:
○

さ
わ
や
か
相
談
員

応 

募
資
格 

 

特
別
な
資
格
は
不

要
募
集
人
数 

 

数
人　

勤 

務
場
所 

 

市
立
中
学
校
さ
わ

や
か
相
談
室
な
ど

仕
事
内
容

○ 

生
徒
と
の
相
談
・
援
助
に
関

す
る
こ
と

○ 

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
対

応
に
関
す
る
こ
と
他

勤
務
条
件 

 

① 

勤
務
時
間 

１
日
５
時
間
、

年
間
２
０
７
日
以
内
（
校
長

が
指
定
）

②
賃
金 

１
日
５
、
０
０
０
円

③
労
:
○　

社
:
×　

雇
:
○

学
校
生
活
支
援
員

応 

募
資
格 

 

特
別
な
資
格
は
不

要
募
集
人
数 

 

30
～
34
人　

勤
務
場
所 

 

市
立
小
・
中
学
校

（
教
育
委
員
会
が
指
定
）

仕
事
内
容　

① 

学
校
で
の
学
習
補
助

②
学
校
で
の
生
活
補
助

③ 

発
達
障
害
児
童
生
徒
へ
の
支

援
④ 

児
童
生
徒
へ
の
相
談
活
動
他

勤 

務
条
件 

 

① 

勤
務
時
間 

１
日
４
時
間
、

年
間
１
５
０
日
以
内
（
校
長

が
指
定
）

②
賃
金 

１
日
３
、
５
６
０
円

③
労
:
○　

社
：
×　

雇
:
×

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ふ

れ
あ
い
教
室
）
指
導
員

応 

募
資
格　

教
員
免
許
状
（
有

効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
）
を
有
す
る
人

募
集
人
数 

 

２
人

勤 

務
場
所 

 

教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
教
室
（
旧
勤

労
会
館
２
階
）

仕
事
内
容 

① 

悩
み
な
ど
の
相
談
・
援
助
に

関
す
る
こ
と

② 

学
習
指
導
・
相
談
に
関
す
る

こ
と

③ 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
指
導
に
関
す

る
こ
と

④ 

そ
の
他
不
登
校
な
ど
の
対
応

に
関
す
る
こ
と

勤
務
条
件 

① 

勤
務
時
間 

 

１
日
５
時
間
、

年
間
２
１
０
日
以
内
（
教
育

委
員
会
が
指
定
）

②
賃
金　

１
日
６
、
０
０
０
円

③
労
:
○　

社
:
○　

雇
:
○

申込期間　１月16日㈪まで
応募方法　応募書類を学校教育課

　　　　　（市役所４階）へ本人が直接持参

任　　期　４月１日～平成30年３月30日

　　　　　　　　　　　　（更新１回あり）

※詳しくは募集要項をご覧ください。応募書類・

応募要項は、学校教育課で配布又は市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

★学校教育課☎�１１８３

勤務条件③の詳細

労･･･労災保険

社･･･社会保険

　（健康保険・

　　　厚生年金）

雇･･･雇用保険

学校で働く

臨時職員募集

募   集
Recruitment
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Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

でんごん広場

大勢の人たちに囲まれ
はにぽんが駅前通りを行進

本庄市消防団本庄方面隊
特別点検

祝　百　賀
Congratulation

異種スポーツ団体が
熱い戦いを繰り広げる

将来と今を生きるために
先輩からのメッセージ

「塙保己一を広めたい」
市民の熱意で大盛況

歴史と現在を紡ぎ
本庄市の未来を拓く

記念フェスティバルで
創設 20 周年を祝う

応援への感謝をこめて

火災多発シーズンに備えて

スポーツ少年団交流大会

寺内 千代子さん（若泉）飯塚 榮さん（栄）

本庄東中「ふれあい講演会」

市民による群読劇「塙保己一物語」

日本建築学会関東支部第18回提案競技 本庄市国際交流協会

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ主催
　定期発表会 2017

日時　１月29日㈰　
　　　正午～午後３時45分
        （開場11時30分）
場所　市民文化会館
費用　700円（一部チャリティー）
※事前申込不要。当日直接会場へ
問　　榎本☎090-5530-8708

さくら琴会（大正琴クラブ）
日時　毎月第１・２・３木曜日
　　　午後１時30分～３時30分
場所　本庄東公民館
費用　月2,000円
対象　大正琴に興味のある人
問　　岡部☎�５３３３

みなさんの情報交換の場
○行＝行事案内　○募＝会員募集

○行

○募

　11月27日、準グランプリ応援あ
りがとうパレード・報告会を開催。
　パレードは本庄駅北口から本庄
市役所へと向かいました。通りが
かる人たちに声を掛けながら歩く
と、徐々にパレードの列は伸びて
いき、会場に着くころには大きな
人だかりが。報告会では市長と本
庄商工会議所会頭が、はにぽんに
成り代わり感謝を伝えました。

　消防団員の規律と消火活動技術
の向上に向け、11月27日に実施
した本庄方面隊の特別点検。
　当日は若泉第１グラウンドの状
態が不良のため、ポンプ車操法や
放水訓練などは行わず、本庄西中
体育館で服装や規律の点検などを
重点的に行い、火災が多く発生す
るこれからの時期に備えました。

　市内在住の大正５年生まれの次のお二人がめでたく
100歳を迎えられました。大正・昭和・平成と３つの時
代を歩んできたお二人を吉田市長が訪問し、お祝いの
｢寿状」を手渡しました。

　12月４日、シルクドームで「ス
ポーツ少年団交流大会」を開催。
この交流大会は、スポーツ少年団
が、他校や他競技の団員と競技を
通して交流し、心身の成長を目指
して行うもの。障害物競走、デ
カパンリレー、玉入れ、綱引きの
４つの競技が行われ、各少年団は、
それぞれの競技で優勝を目指し、
熱い戦いを繰り広げました。

　12月１日、本庄東中で、第53次
南極地域観測隊隊長を務めた山岸
久雄氏の講演会が開催されました。
　この講演会は、社会で活躍する
同校卒業生の講演を通して、将来
や今を考える機会にしようと行っ
ているもの。生徒たちは、山岸さ
んのこれまでの道のりや、南極で
経験したことなどを真剣な表情で
聴いていました。

　11月20日、セルディで開催され
た群読劇「塙保己一物語」。
　市民が主体となり立ち上げた
｢塙保己一物語劇化実行委員会」
が主催したこのイベント。脚本か
ら衣装など、全てを市民有志が用
意し、練習を重ねてきました。
　物語は塙保己一の生涯を描いた
もので、小学生も含め約40人の市
民により演じられました。舞台経
験のない出演者も多かったものの、
早くから稽古を重ねることで、本
番では観客も息を呑むような演技
を披露しました。
　当日は会場全席が埋まるほどの
大盛況となり、終了後には盛大な
拍手が送られました。

　11月27日、日本建築学会関東支
部第18回提案競技の表彰式をはに
ぽんプラザで実施しました。
　提案の部と絵画コンクールの部
の２部門で表彰が行われ、「ぼ
くたち・わたしたちの未来の駅や
まち」をテーマに作品を募集した
絵画コンクールの部では、市内の
小・中学校から数々の独創的な作
品が集まりました。

　12月18日、はにぽんプラザで
国際交流協会の創設20周年を祝
う記念フェスティバルを開催。
市内外から約500人の来場者が訪
れ、イベントを楽しみました。
　オープニングイベントでは、本
庄第一高校書道部による書道パ
フォーマンスと、ブラジルのサン
バが披露され、サンバでは来場者
も一緒になって踊り、会場は大い
に盛り上がりました。また、踊り
や歌などで各国の文化を披露する
ステージ発表のほか、ブースでは
民芸品の展示や、各国の料理が振
る舞われ、賑わいを見せました。
　そのほか着付けや茶道、書道など、
日本の伝統的な文化を体験するブー
スも設けられ、さまざまな国の文化
を肌で感じられる一日となりました。

本庄駅北口を出発。大勢のはにぽんファンに囲
まれながら、市役所までの約 800 ｍの道のりを
行進した。

１．オープニングイベントの
サンバ。舞台上にとどまら
ず、会場全体を巻き込んで踊
りを踊った　２. ブースには各
国の特色ある展示物が並び、
多くの来場者たちを楽しませ
た　３. 本庄第一高校書道部に
よる書道パフォーマンス。躍
動感のある動きで作品を作り
上げ、会場からは大きな拍手
が送られた

服装点検でも、消防団員たちは俊敏で規律のと
れた動作を見せ、日頃の訓練の成果を十分に発
揮していた。

絵画コンクールの受賞者たち。受賞作品の前に
並んで記念撮影。作品は１月13日㈮まで市役所
１階市民ホールにて展示している。

綱引きでは学年ごとに順位がつけられるほか、
保護者の綱引きも行われ、毎年大きな盛り上が
りを見せている。

大学時代の３分の１は山に登っていたという山
岸さん。中学生たちに、悩むことやチャンスで
手を挙げる勇気を持つ大切さなどを伝えた。

１
．
本
番
で
は
最
高
の
演
技
を
披
露
し
た　
２
．
群
読
劇
の
稽
古
風
景
。
本
番
に
備

え
て
、
９
月
か
ら
稽
古
に
励
ん
で
き
た　
３
．
金
屋
小
学
校
で
稽
古
に
励
む
小
学
生

た
ち
。

1

2

1

3

2

3
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、13ページ又は市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　                     ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ臨

時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
臨

時
的
な
措
置
等
の
た
め
、
臨
時

福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
支
給
対
象
に
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、
す

で
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ

て
い
て
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

①
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
現

　
在
、
本
庄
市
に
住
民
登
録
が

　
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市

　
県
民
税
が
非
課
税
の
人

《
た
だ
し
、
次
の
人
を
除
く
》

・
平
成
28
年
度
分
の
市
県
民
税

　
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

　
養
さ
れ
て
い
る
人

・
生
活
保
護
の
受
給
者

・
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
支

　
給
決
定
ま
で
の
間
に
死
亡
し

　
た
人

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
３
、０
０
０
円
（
１
回
限
り
）

②
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金

対
象　
前
述
の
臨
時
福
祉
給
付

　
金
支
給
対
象
者
で
平
成
28
年

　
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
（
基

　
礎
年
金
制
度
以
前
の
障
害
年

　
金
で
は
１
級
と
２
級
に
あ
た

　
る
も
の
）
又
は
遺
族
基
礎
年

　
金
（
遺
族
厚
生
年
金
は
対
象

　
外
）
を
受
給
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
高
齢
者
向
け
給
付
金

を
受
給
し
た
人
は
除
く
。

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
３
０
、０
０
０
円（
１
回
限
り
）

申
請
先　
地
域
福
祉
課
（
市
役

　
所
１
階
）

申
請
期
限　
２
月
28
日
㈫

★
地
域
福
祉
課
☎
�
３
１
１
６

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
（
紫
色
の

リ
ボ
ン
）
は
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と

す
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
そ
う
と
い
う
国
際
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　
埼
玉
県
と
県
内
23
市
町
で
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
の
一
環
と
し
て
、
み
な
さ

ん
に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
（
壁
掛
け
）
を
完
成
さ

せ
る
巡
回
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
下
記
の
期
間
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
作
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
１
月
19
日
㈭
～
26
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

★
市
民
活
動
推
進
課

　
　
☎
�
０
８
２
８

食
中
毒
・
感
染
症
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

　　
特
に
冬
場
に
は
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
症

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
点
に
注
意
し
て
健
康
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

①
カ
キ
等
の
二
枚
貝
は
、
中
心

　
部
ま
で
十
分
加
熱
し
て
か
ら

　
食
べ
ま
し
ょ
う
（
中
心
温
度

　
85
～
90
℃
で
90
秒
以
上
の
加

　
熱
）。

②
調
理
器
具
・
食
器
を
洗
浄
消

　
毒
し
ま
し
ょ
う
（
熱
湯
・
塩

　
素
系
漂
白
剤
を
使
用
）。

③
日
常
的
に
「
し
っ
か
り
手
洗

　
い
」
を
し
ま
し
ょ
う
（
特
に

　
ト
イ
レ
の
後
）。

④
体
調
が
悪
い
時
に
は
、
調
理

　
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
吐
物
や
糞
便
を
始
末
す
る
時

　
は
、
使
い
捨
て
手
袋
や
マ
ス

　
ク
を
着
用
し
て
適
切
に
処
理

　
し
ま
し
ょ
う
。

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族

へ
援
護
金
を
給
付
し
ま
す

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺

児
等
を
対
象
に
、
援
護
金
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
保
護
者
が
交
通
事
故
に

　
よ
り
死
亡
又
は
重
い
障
害
を

　
負
っ
た
、
18
歳
以
下
の
県
内

　
在
住
者

※
同
居
世
帯
の
総
所
得
額
が
一

定
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
も
給

付
条
件
と
な
り
ま
す
。

給
付
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
年
額
10
万
円

給
付
時
期　
５
月
上
旬

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記

　
の
提
出
先
へ
郵
送
又
は
直
接

　
持
参

※
申
請
書
類
は
、
危
機
管
理
課

（
市
役
所
３
階
）、
総
務
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）、
学
校
な

ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
先　
〒
３
３
０
―
０
０
６
３

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―

　

６
―
18　
み
ず
ほ
信
託
銀
行

　
浦
和
支
店
（
☎
０
４
８
―
８

　
２
２
―
０
１
９
１
）

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈫

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

　
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
２
９

　
５
８

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

金
の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
事
業
者
が
支
出
す

る
退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
（
次
の
①
～
④
す
べ

て
に
該
当
す
る
事
業
者
）

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お

　
お
む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー

　
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下
の
事

　
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約

　
又
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約

　
を
し
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１

　
年
以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、

　
市
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業

　
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利

　
用
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　
加
入
従
業
員
１
人

　
に
つ
き
１
年
間
あ
た
り
２
、

　
４
０
０
円
（
上
限
）

申
込　
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
電

　
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
必
要
書
類
等
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
�
１
１
７
５

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
１
月
19
日
㈭　

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午

　
後
０
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69

　
歳
ま
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら

　
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
を
し

　
た
こ
と
が
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２

　
０
０
ml
）

※
４
０
０
ml
採
血
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
４
０

０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
２
０
０
ml
献
血
は
、

必
要
量
が
集
ま
り
次
第
、
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
中
！

　
１
月
か
ら
２
月
の
間
、
埼
玉

県
内
の
献
血
ル
ー
ム
又
は
献
血

バ
ス
に
て
、
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
新
成
人
に
、
埼
玉
県

限
定
の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
献
血
デ
ビ
ュ
ー
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
０
０
３

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

年齢七
な な が

掛け説
　我が国では社会の高齢化が進むなか、一方で人の身
体年齢はどんどん若返っていると感じているのは私だ
けではないと思います。
　漫画「サザエさん」の波平さんとフネさんの年齢を
ご存知でしょうか。驚くなかれ、54歳と48歳です。そ
の年齢にしてはずいぶん老けているなあ、とお思いで
しょうが、これは「サザエさん」の連載が始まった戦
後まもなくの頃（今から70年前）の54歳と48歳の男女
の姿を表しているのです。
　漫画「天才バカボン」のバカボンのパパ。ハチマキ
と腹巻をしたあの姿で「41歳の春」です。確かに私の
幼いころ（今から40年ほど前)、あのようなおじさんは
いましたし、あれで41歳でも違和感はなかったと思い
ます。今は皆無でしょう。
　現代社会は高齢化が進み、加齢により病気や要介護
状態になる人は確かに増えています。しかし一方で健
康な中高年は昔に比べて実年齢より大変若々しいと感
じます。
　誰が言い出した説か分かりませんが、現代の健康な

人々の身体はひと昔に比べ実際の年齢の七掛けと言
われます。これを「年齢七掛け説」（または人生七
掛け説）と言います。60歳の人であれば42歳、70歳
で49歳、80歳で56歳、90歳で63歳、そして100歳で
70歳ということです。70歳と言えば古

こ き

稀。確かに昔
の70歳であれば「古来稀

ま れ

なり」と言われたでしょう。
しかし今や100歳でもあまり稀ではなくなっているこ
とを考えると、この「年齢七掛け説」は信ぴょう性
があると感じます。お元気な中高年の皆さま、ぜひ
自信を持っていただければと思います。
　ところで自分も今年は50歳になります。七掛けす
ると身体年齢は35歳。そう聞くと嬉しくなるのは、
それだけ年を重ねたからなのでしょう。
　とはいえ、いずれにしても人生必ず老い、病み、
そして死を迎えざるを得ません。アンチエイジング
に心がける一方で、いつかは老いていく自らの体の
状態を冷静に受け止める心を養っていく、そんな精
神の鍛錬も、なかなかできるものではありませんが、
やはり大切だと感じるこの頃です。
　本年もどうぞお健やかにお過ごし下さい。
　　　　　　　　　　　　　 本庄市長
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『
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考

え
る
会
』
を
開
催

　
政
府
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
シ
ェ
ア
ー
を
80
％
以
上
ま
で

に
高
め
る
と
決
定
し
て
い
ま
す

が
、社
会
に
は
未
だ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
例
が
あ
り
ま
す
。
本

講
で
は
、
安
全
で
使
用
し
や
す

い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
実

例
を
紹
介
し
、
正
し
い
理
解
と

普
及
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　
１
月
28
日
㈯　
午
後
２

　
時
～
４
時
30
分
（
受
付　
午

　
後
１
時
40
分
）

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー

講
師　
有
山　
良
一   

氏
（
日

　
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
学

　
会
理
事
）、
小
池　
博
文　
氏

　
（
横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院

　
薬
剤
部
課
長
補
佐
）

演
題　
進
化
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

　
ク
医
薬
品
の
姿

定
員　
１
０
０
人
程
度

※
事
前
申
込
者
優
先

費
用　
無
料

申
込　
１
月
24
日
㈫
ま
で
に
住

　
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入

　
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電

　
話
で
左
記
へ
（
土
・
日
を
除
く
）

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４

　
５
５
・
蕭
�
７
４
６
５

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
を

開
催

　
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
仕

事
の
意
義
や
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
人
や
、

関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
２
月
10
日
㈮　
午
後
１

　
時
～
４
時
（
午
後
０
時
30
分

　
開
場
）

会
場　
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お

　
お
み
や
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
大

　
宮
駅
下
車
徒
歩
15
分
）

内
容　
現
役
市
町
村
職
員
に
よ

　
る
講
演
、
若
手
職
員
に
よ
る

　
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
若
手
職
員

　
と
の
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

定
員　
１
、
３
０
０
人

※
事
前
申
込
は
不
要
。
入
場
無

料
で
す
。
詳
細
はSAITAM

A

市
町
村
職
員
採
用
ナ
ビ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

　
広
域
連
合
人
材
開
発
部
市
町

　
村
職
員
担
当
☎
０
４
８
―
６

　
６
４
―
６
６
８
１

平
成
28   
年
度
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
円
盤
を
使
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
障
害

を
お
持
ち
の
人
も
そ
う
で
な
い

人
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
楽

し
い
ゲ
ー
ム
を
用
意
し
て
、
み

な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
２
月
18
日
㈯　

         

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

費
用　
５
０
０
円
（
小
学
生
以 

　
下
無
料
）

定
員　
約
１
０
０
人

※
参
加
希
望
者
は
、
左
記
へ
申

込
方
法
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
埼
玉
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ

　
デ
ィ
ス
ク
協
会
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
バ
ル
担
当
・
山
田
☎
０
９
０
―

　
５
８
１
２
―
６
５
１
０

「
は
に
ぽ
ん
号
」
の
停
留
所

を
追
加
し
ま
す

　
１
月
16
日
㈪
か
ら
、
左
記
停

留
所
を
追
加
し
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

自
衛
官
等
採
用
試
験

◎
自
衛
官
候
補
生
男
子

　
平
成
29
年
４
月
入
隊

受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受
付

応
募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　
１
月
15
日
㈰
、
16
日

　
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

※
２
月
も
実
施
予
定

◎
自
衛
官
採
用
説
明
会

日
時　
１
月
15
日
㈰　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
熊
谷
地
域
事
務
所

※
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

　
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
―

　
５
２
２
―
４
８
５
５

平
成
28
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
を
実
施

日
時　
2
月
25
日
㈯　

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

内
容　
筆
記
・
実
技
・
面
接
試

　
験
（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳

　
者
と
手
話
通
訳
士
資
格
保
有

　
者
は
筆
記・実
技
試
験
免
除
）

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
1

　
日
現
在
満
20
歳
以
上
65
歳
以

　
下
で
、
児
玉
郡
市
の
手
話
通

　
訳
者
養
成
講
座
修
了
者
又
は

　
同
程
度
以
上
の
技
術
を
保
持

　
す
る
と
推
定
さ
れ
る
人

応
募
方
法　
所
定
の
申
請
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
1
月
10
日
㈫
か
ら
16
日
㈪
ま

　
で
に
直
接
左
記
へ (

土
・
日

　
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分
）

※
申
請
書
は
本
庄
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
２
７
５

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を

開
催

　

多
数
の
人
が
出
入
・
勤
務
・

居
住
す
る
建
物
に
は
、
防
火
管

理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
防
火
管
理
者
が
未
選
任

と
な
っ
て
い
る
場
合
や
交
代
を

予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の

機
会
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
50
分

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

　
部
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
富
田

　
９
０
４
―
３
）

申
込
期
間  

１
月
30
日
㈪
～
２

　
月
10
日
㈮
（
土・日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

教
材
費　
４
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
申
込
書
に
証
明
写

　
真
（
縦
2.5
㎝
×
横
2.0
㎝
）
を

　
添
付
し
、
直
接
左
記
窓
口
へ

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
及
び

各
消
防
署
で
配
布
、
又
は
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予

　
防
課
☎
�
８
３
９
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催

　　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
で
す
。
で
き
る
支
援

を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
修
了
者
に
は
、
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　
２
月
14
日
㈫　

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階

　
活
動
室
Ｅ

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
シ
ャ
ロ
ー
ム
☎
�
９
５

　
８
０
、
介
護
保
険
課
☎
�
１

　
７
２
２

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者
養

成
研
修
会
を
開
催

　
こ
の
研
修
会
を
受
講
し
、
登

録
す
る
と
、
狩
猟
免
許
が
な
く

て
も
箱
わ
な
を
仕
掛
け
て
ア
ラ

イ
グ
マ
に
限
り
捕
獲
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
で
お
困
り

の
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
26
日
㈭　
　
　
　

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
市
民
文
化
会
館
第
２
会

　
議
室

内
容　
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
の
必

　
要
性
・
生
態
、
猟
具
の
取
扱

　
い
、
捕
獲
方
法
に
つ
い
て

費
用　
無
料

申
込　
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
電

　
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　
協
議
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
�
１
１
７
７

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、12ページ又は市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　                     ★秘書広報課�１１５５

イ
ベ
ン
ト

風営法の改正に伴う地区計画の
変更原案を縦覧します
　風営法の改正に伴い、本庄早稲田駅周辺地区地区計画
の変更原案を次のとおり縦覧します。
【変更の概要】
　法改正を踏まえて、ダンスホール及びナイトクラブに
係る地区計画の用途制限を変更します。
【縦覧について】
●期間　１月12日㈭～25日㈬（土・日を除く）
●場所　都市計画課（市役所２階）
【意見書の受付について】
　変更原案に意見のある利害関係人は意見書を提出する
ことができます。
●受付期間　１月12日㈭～２月１日㈬（土・日を除く）
●提出方法　縦覧場所に用意する意見書様式に必要事項　　
　を記入し、直接又は郵送（２月１日㈬必着）で右記へ

●郵送先　〒３６７－８５０１
　本庄市本庄３―５―３　本庄市役所都市計画課
※市ホームページでも変更原案を閲覧できます。

本庄早稲田駅周辺地区地区計画の区域

停留所名 運行区域

1 あたご山
クリニック

本庄地域共通
2 明堂歯科

医院（＊）

3 本庄早稲田
クリニック 本庄南

＊２番の追加に伴い、「朝日町１　
　丁目」停留所は廃止します。

★都市計画課☎�１１３６
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講
演
会
「
統
合
失
調
症
の
方

と
の
じ
ょ
う
ず
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催

日
時　
２
月
３
日
㈮
・
８
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
受

　
付　
午
後
１
時
）

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

　
（
両
日
）

テ
ー
マ
・
講
師　

○
１
日
目　
『
病
気
に
つ
い
て
』

　
長
島　
庸
至　
氏
（
埼
玉
県

　
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
）

○
２
日
目　
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
』　

　
菊
池　
礼
子　
氏
（
臨
床
心

　
理
士
）

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
障
害
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５

あ
な
た
の
た
め
の
創
業
セ
ミ

ナ
ー
の
ご
案
内

　
創
業
を
目
指
す
人
、
創
業
後

間
も
な
い
事
業
者
を
対
象
と
し

た
女
性
向
け
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
男
性
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
15
日
㈬
・
３
月
１

　
日
㈬
・
15
日
㈬　
全
３
回　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

　
30
分

会
場　
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
本
庄

内
容　
創
業
に
必
要
な
準
備
、

　
事
業
計
画
の
作
成
や
資
金
の

　
準
備
、
先
輩
創
業
者
の
体
験

　
談
他

費
用　
３
、０
０
０
円
（
ケ
ー

　
キ
セ
ッ
ト
付
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
は
左
記
へ

★
本
庄
商
工
会
議
所

☎
�
５
２
４
１

幹
部
候
補
育
成
研
修
を
開
催

～
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
、
先
を

見
据
え
た
問
題
解
決
、
戦
略
的
・

経
営
的
視
点
か
ら
の
発
想
～

　
地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
中
堅
社
員
な
ど
を

対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮

　
全
２
回　
午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー
（
両
日
）

内
容　
仕
事
の
管
理
や
問
題
解

　
決
能
力
の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー

　
シ
ッ
プ
と
後
輩
育
成
指
導
な

　
ど
を
演
習
や
討
議
を
交
え
て

　
習
得

定
員　
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　
１
４
、０
０
０
円（
テ

　
キ
ス
ト
・
昼
食
弁
当
付
）

申
込　
１
月
23
日
㈪
ま
で
に
、

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク

　
ス
又
は
電
話
で
左
記
へ（
土・

　
日
を
除
く
）

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際

　
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４

　
５
５
・
蕭
�
７
４
６
５

「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
研

修
会
」
を
開
催

　
防
犯
、
交
通
安
全
、
防
災
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
２
月
４
日
㈯　
午
前
10

　
時
～
正
午

会
場　
セ
ル
デ
ィ　
ホ
ー
ル

内
容　
市
内
の
防
犯
・
交
通
・

　
火
災
・
救
急
情
勢
の
講
話
、

　
防
災
関
係
講
話
（
内
容
が
変

　
わ
る
場
合
あ
り
）

※
事
前
申
込
は
不
要
。
当
日
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４

「
第
46  
回
本
庄
市
長
杯
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
開
催

日
程　
２
月
５
日
か
ら
３
月
５

　
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

会
場　
小
山
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

　
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
男

　
子
が
主
た
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー

　
ム

②
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加

　
盟
チ
ー
ム

③
右
記
以
外
で
市
社
会
人
サ
ッ

　
カ
ー
連
盟
が
認
め
た
チ
ー
ム

※
チ
ー
ム
に
審
判
資
格
者
を
１

人
以
上
有
す
る
こ
と
。

競
技　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

費
用　
５
、
０
０
０
円
／
チ
ー
ム

申
込　
連
盟
指
定
の
申
込
用
紙

　
に
参
加
費
を
添
え
て
チ
ー
ム

　
代
表
者
会
議
に
て
申
し
込
み

★
本
庄
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連

　
盟
事
務
局
・
新
井

　
☎
０
９
０
―
４
９
３
１
―
１

　
４
７
６

　
　

cyxm
k957@

ybb.ne.jp

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
教
室
」
を
開
催

日
時　
１
月
26
日
か
ら
２
月
９

　
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全

　
３
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

　
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
茂
木　
多
美
子　
先
生

　
（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

　
盟
公
認
指
導
者
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料　

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

　
用
運
動
靴

申
込　
１
月
11
日
㈬
～
25
日
㈬

　
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左
記

　
へ

＊
問
い
合
わ
せ
は
、
市
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
連
盟
・

　
高
橋
（
☎
�
８
２
２
８
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

「
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
講
習
会
」
を
開
催

日
時　
１
月
28
日
㈯　
午
後
１

　
時
30
分（
受
付　
午
後
１
時
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

講
師　
牧
野　

正
江　

先
生

　
（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連

　
盟
公
認
指
導
者
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料　

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内

　
用
運
動
靴

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
25
日

　
㈬
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左

　
記
へ

＊
問
い
合
わ
せ
は
、
市
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
連
盟
・

　
高
橋
（
☎
�
８
２
２
８
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

第
21
回
本
庄
早
稲
田
の
杜

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
当
日
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
市
民
に
よ
る
手
作
り
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
目
指
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
役
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
４
月
９
日
㈰　
午
前
７

　
時
～
午
後
１
時
30
分

対
象　
18
歳
以
上
（
高
校
生
不

　
可
）
で
、
３
月
下
旬
の
事
前

　
説
明
会
に
必
ず
出
席
で
き
る
人

業
務
内
容　
走
路
係
・
給
水
所

　
係

募
集
人
員　
50
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
１
月
６
日
㈮
～
２

　
月
３
日
㈮

申
込　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
電
子
メ
ー
ル
で
左
記
へ

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
は
、

大
会
特
製
は
に
ぽ
ん
キ
ャ
ッ
プ
、

弁
当
、
飲
み
物
を
支
給
し
ま
す
。

★
大
会
事
務
局
（
体
育
課
内
）

　
☎
�
１
１
５
２
・
蕭
�
１
１

　
９
３
・　

taiiku@
city.hon

　

jo.lg.jp

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も

の
は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で

す
。
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午

前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

※
費
用
の
か
か
る
講
座
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
費

用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３

◆
エ
ク
セ
ル　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日 

時　
２
月
７
日
か
ら
３
月
７

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全

５
回　
午
前
９
時
～
正
午

場 

所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

内 

容　
住
所
録
や
旅
の
し
お
り

な
ど
日
常
生
活
で
活
用
で
き

る
こ
と
を
学
ぶ

定
員　
24
人
（
先
着
順
）　

費
用　
３
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

用
意　
筆
記
用
具

申 

込　
１
月
18
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

日 

時　
２
月
７
日
か
ら
３
月
７

日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全

５
回　
午
後
１
時
～
４
時

場 

所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
３
階

Ｉ
Ｔ
活
動
室

講
師　
南　
徳
美　
先
生

内 

容　
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子
を
作
る

定
員　
24
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

用
意　
筆
記
用
具

申 

込　
１
月
18
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ

◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ケ
ー
キ
作
り
教
室

日
時　
２
月
14
日
㈫

　
①
午
前
10
時
～
正
午

　
②
午
後
２
時
～
４
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択

場 

所　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
２
階

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

内 

容　

ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
を

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
持
ち
帰
る

定
員　
各
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
５
０
０
円

用 

意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
申 

込　
１
月
25
日
㈬
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
電
話
の
み
）

※
１
回
の
電
話
で
１
人
受
付
。

仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
楽
し
い　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

日 

時　
２
月
15
日
か
ら
３
月
１

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全

３
回　
午
前
９
時
30
分
～
正

午
講
師　
湯
本　
晴
枝　
先
生

内 

容　
簡
単
に
で
き
て
、
と
て

も
可
愛
い
シ
ェ
ル
型
ポ
ー
チ

を
作
成
（
高
さ
13
㎝
、
幅
15

㎝
、
奥
行
き
６
㎝
）

※
公
民
館
に
見
本
が
あ
り
ま
す
。

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
０
０
０
円

用
意　
裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

申 

込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
月
・
火
・

木
・
金
の
み
連
絡
可
）

藤
田
公
民
館　
☎
�
２
３
３
２

◆
初
心
者
手
造
り
味
噌
教
室

①
日 

時　
１
月
23
日
㈪
・
24
日

　
㈫
・
25
日
㈬　
全
３
回

②
日 

時　

２
月
13
日
㈪
・
14
日

　
㈫
・
15
日
㈬　
全
３
回

《
①
②
共
通
》

※
①
②
ど
ち
ら
か
を
選
択
。

時 
間　
１
日
目
：
午
後
１
時
30

分
～
４
時
、
２
日
目
：
午
前

９
時
～
午
後
４
時
、
３
日

目
：
午
前
８
時
～
11
時

講
師　
加
藤　
ア
サ
子　
先
生

（
藤
田
味
噌
作
り
会
）

対
象　
３
日
間
出
席
で
き
る
人

内 

容　
地
場
産
大
豆
と
米
を
使

い
、
発
酵
か
ら
仕
込
み
ま
で

添
加
物
を
一
切
使
用
し
な
い

味
噌
を
造
る
（
で
き
上
が
り

５
㎏
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
５
０
０
円　
　
　

用 

意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
マ
ス
ク
、漬
け
物
樽（
10
ℓ
）、

　
使
い
捨
て
手
袋　
　
　
　
　

申 

込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
電
話
の
み
、

月・火・木・金
の
み
連
絡
可
）

公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
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本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
手
造
り
味
噌
教
室

日 
時　
１
月
27
日
㈮　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

内 

容　
国
産
材
料
、
無
添
加
で

手
作
り
麹
を
使
い
、
安
全
で

お
い
し
い
味
噌
を
作
る

※
今
回
は
麹
の
種
類
を
米・麦・

大
豆
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
（
申

込
時
に
確
認
）。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用

　
①
米
麹　
　
３
、
７
０
０
円

　
②
麦
麹　
　
３
、
３
７
０
円

　
③
大
豆
麹　
３
、
４
４
５
円

※
大
豆
麹
は
上
級
用
・
熟
成
期

間
最
低
一
年
。

用 

意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具
、
味
噌
容
器
（
５

㎏
）

申 

込　
１
月
９
日
㈷
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

火
・
水
・
金
の
み
連
絡
可
）

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
２
月
３
日
㈮
・
17
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　
込
山　
君
代　
先
生

内 

容　
誰
で
も
無
理
な
く
参
加

で
き
る
筋
力
ア
ッ
プ
効
果
大

の
講
座

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申 

込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

水
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

◆
一
閑
張
り
教
室

日 

時　
２
月
16
日
か
ら
３
月
２

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　
全

３
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

講
師　
中
野　
幸
恵　
先
生

内 
容　
一
閑
張
り
・
柿
渋
・
ち

り
め
ん
細
工
（
ど
く
だ
み
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

用 

意　

両
面
テ
ー
プ
（
５
㎜

幅
）
木
工
用
ボ
ン
ド
、
ハ
サ

ミ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

費
用　
３
、
８
０
０
円（材

料
費
）

申 

込　
１
月
12
日
㈭
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

水
・
木
・
金
の
み
受
付
可
）

 

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日 

時　
２
月
２
日
㈭　

　
午
後
７
時
15
分
～
８
時
30
分

講
師　
鈴
木　
博
子　
先
生

内 

容　
初
心
者
で
も
気
軽
に
で

き
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
体
験

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装

申 

込　
１
月
19
日
㈭
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

水
・
木
・
金
の
み
受
付
可
）

旭
公
民
館　
　
☎
�
５
９
４
０

◆
旭
公
民
館ク

ラ
ブ
活
動
発
表
会

日 

時　
２
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
５
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

実 

演
発
表　
カ
ラ
オ
ケ
、
太
極

拳
、
茶
道
、
ち
び
っ
こ
英
語

展 

示
発
表　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

キ
ル
ト
、
絵
画
、
書
道
、
布

遊
び
、
ソ
ー
イ
ン
グ
、
華

道
、
骨
盤
体
操
、
ヨ
ガ
な
ど

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日 

時　
２
月
21
日
㈫　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時

講 

師　
本
庄
市
食
生
活
改
善
推

進
員

内 

容　
お
ひ
な
様
な
ど
の
太
巻

き
寿
司
を
作
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
６
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用

タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
持
ち
帰

り
容
器

申 

込　
１
月
23
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

火
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

◆
「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
（
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ニ
ー
の
お

話
）」
を
英
文
で
読
む
会

日 

時　
２
月
23
日
㈭
・
３
月
２

日
㈭
・
９
日
㈭　
全
３
回　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
橋
元　
美
慧　
先
生

内 

容　
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の

お
話
で
お
馴
染
み
の
英
国
の

絵
本
作
家
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・

ポ
タ
ー
の
作
品
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
、
格
調
高
い
英

文
と
絵
を
楽
し
む
。
親
し
み

や
す
い
内
容
で
、
初
心
者
で

も
楽
し
め
る
。

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申 

込　
１
月
23
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

火
・
木
・
金
の
み
連
絡
可
）

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

◆
手
づ
く
り
味
噌
教
室

日 
時　
１
月
21
日
㈯　

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

講
師　
味
噌
作
り
友
の
会

内 

容　
国
産
大
豆
と
手
づ
く
り

の
麹
を
使
い
、
添
加
物
を
一

切
使
用
し
な
い
安
全
安
心
で

美
味
し
い
味
噌
を
つ
く
る

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、
５
０
０
円

用 

意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

り
容
器
（
で
き
あ
が
り
約
５

㎏
分
）

申 

込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

※
１
回
の
電
話
で
１
人
受
付
。

◆
美
味
し
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
作
り
教
室

日
時　
２
月
１
日
㈬

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
１
回
を
選
択
。

講
師　
今
村　
悦
子　
先
生

内 

容　
溶
け
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ク
リ
ー
ム
が
入
っ
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
作
る

定
員　
各
回
９
人
（
先
着
順
）

費
用　
８
０
０
円

用 

意　
ボ
ー
ル
（
中
）
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用

タ
オ
ル

申 

込　
１
月
13
日
㈮
か
ら
電
話

で
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

※
１
回
の
電
話
で
１
人
受
付
。

北
泉
公
民
館   

☎
�
２
４
８
４

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

日 

時　
２
月
８
日
㈬　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
松
本　
重
子　
先
生

内 

容　
本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム

チ
の
素
を
手
作
り
し
て
、
お

い
し
い
キ
ム
チ
を
作
る

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用 

意　
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申 

込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
月
・

火
・
水
・
木
の
み
連
絡
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ

ま
内
）　
　
　
☎
�
４
７
８
９

◆
料
理
教
室
・
冬
野
菜
で

あ
っ
た
か
メ
ニ
ュ
ー

日 

時　
１
月
18
日
㈬　

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
森
谷　
典
子　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
円

用 

意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申 

込　
１
月
10
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
料
理
教
室
・

　
た
っ
ぷ
り
野
菜
で

　
　
あ
っ
た
か
つ
け
汁
う
ど
ん

日 

時　
１
月
31
日
㈫　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
１
時

講 

師　
本
庄
市
食
生
活
改
善
推

進
員
（
児
玉
支
部
）

内 

容　
手
打
ち
の
つ
け
汁
う
ど

ん
を
作
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

用 

意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル 

申 

込　
１
月
17
日
㈫
か
ら
電
話

又
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・

水
・
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

　

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休 館 日／毎週月曜日、10日㈫（祝日休館日)、31日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/
※本館は21日㈯にリニューアルオープンします（詳細は６.７ページへ）。

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午前９時～午後４時45分
　１月７日・21日
◎午後１時～４時45分
　１月14日・28日・２月４日
★本庄高校図書館☎�１１９５

図 書 館 だ よ り
本館☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３

★今月の児童図書
身近なものでふしぎな科学実験

　　　　　　山村 紳一郎 著
かぜ

イブ・スパング・オルセン さく
くらべる恐竜図鑑　    　土屋 健 著
オムライスのたまご       森 絵都 作
ふたりはバレリーナ
　　バーバラ・マクリントック 作

新 着 図 書 案 内
児　玉　分　館

新幹線のたび
コマヤスカン 作　講談社

大パノラマで、日本海
を望み、津軽海峡を越
えるたびをしよう！日
本海側から日本列島が
見渡せる絵本。

たのしいおはなし会

　絵本とわらべうたの　　
　おはなし会（児玉分館）

◇児玉分館
日時　１月21日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「冬」をテーマとした絵本
　　　やおはなしなど
協 力　こだまお話しの会・語り
　　の会「ことより」のみな
　　さん

日時　１月25日㈬　
　　　２月８日㈬　
　　　午前11時～11時30分
対象　保育園・幼稚園入園前　
　　　のお子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわら
　　　べうたなど

人は皆、土に還る
曽野 綾子 著　祥伝社

人間と植物は好みがよ
く似ている。放置して
もいけないのだが、い
じられすぎるのはいや
なのである。畑仕事を
通して、人間や死につ
いて考える。

★今月の一般図書
「街道」で読み解く日本史の謎

安藤 優一郎 著
日本と世界の塩の図鑑　 青山 志穂 著
江戸を愛して愛されて  

杉浦 日向子 著
トランペット　  ジャッキー・ケイ 著



日時　１月21日㈯　午前10時30分～11時30分
講師　入　美由紀　先生　　 対象　幼児・父母
定員　親子20組（先着順）　 費用　無料
用意　動きやすい服装、飲み物、汗拭き用タオル、上履き
申込　１月12日㈭午前９時から電話又は直接日の出児　
　　　童センターへ

日時　１月28日㈯　午前10時～正午
講師　高橋　正枝　先生　　　対象　小学生
定員　20人（先着順）　　　　費用　100円
用意　エプロン、三角巾又はバンダナ、手拭き用タオル、　
　　　持ち帰り容器、上履き　
申込　１月17日㈫午前９時から電話又は直接下記へ　
★日の出児童センター☎�０４２０

日時　１月28日㈯　午後２時～
講師　黛　百合子　先生　　対象　小学生
定員　10人（先着順）　　　費用　100円
用意　エプロン、バンダナ、マスク、手拭き用タオル、飲み物
申込　１月14日㈯午前９時から電話又は直接児玉児童センターへ
※食物アレルギーのある人はご遠慮ください。

国内外で数々の受賞歴がある実力派プロマジシャン「はやふみ」
さんによるマジックショーやゲーム、抽選会などで楽しみましょう。
日時　２月4日㈯　午前10時30分～正午
対象　２歳～小学生まで　　定員　100人（先着順）
費用　無料　　
申込　1月16日㈪から電話又は直接下記へ
※当日は、午前９時から午後２時まで児童センター内で遊べません。
★児玉児童センター☎�６８０５

日時　２月４日㈯　午前10時～
対象　小学生　　定員　10人(先着順)
費用　100円（当日集金）
用意　エプロン、マスク、バンダナ、手拭き用タオル
申込　１月21日㈯午前９時から電話又は直接下記へ
★前原児童センター☎�９８２０

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や手遊び、絵本の
読み聞かせなどをしています。育児相談も受けていま
す。初めて参加するママも大歓迎です。

●会場　本庄市保健センター☎�２００３　●対象　平成 28 年７月～８月生まれのお子さんと保護者

●会場　子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１
日程 時間

１月 10・17・24 日の火曜日 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
※本庄子育てネットのご協力により開催しています。

児童センターは小学生までの子どもたちが自由に集い、遊べる子どものための場所です。また、小さいお
子さんを連れたお母さんたちの交流の場としても自由にご利用ください。
利用時間：月曜日～土曜日 ( 休日・年末年始を除く ) 午前９時～午後５時 

前原児童センター☎�９８２０、日の出児童センター☎�０４２０、児玉児童センター☎�６８０５

つどいの広場　乳幼児の親子が交流
日時　月・水・金曜日（休日を除く）　午前９時～午後２時
つどいの広場では、各児童センターに担当の保育士が常駐し、親子でふれあうあそびの
講座や専門の講師による講座、育児相談等も受けています。

子育て支援のお知らせ

詳しくは、各児童センターなどで
配布するおたより、又は市ホーム
ページをご覧ください。

【日の出児童センター】

　　　  ママ・パパビクス

バレンタイン
チョコ作り教室バレンタイン

チョコ作り

【児玉児童センター】

　　　  カップケーキを作ろう

児玉児童センターまつり

▶専門の講師による講座　午前 10 時～ 11 時

【リトミック　講師：小川豊子先生】
開催日　児玉：１月11日㈬
音楽を使って楽しく動き子どもの発達をうながします。
お話やお絵かき、楽器を持ってリズム遊びなど楽しい時
間が過ごせます。

【うたのミニミニコンサート】
開催日　日の出：１月20日㈮　

歌　吉見万里子先生
ピアノ　榎もとみ先生
季節の歌やパネルシアター、
いつまでも歌い継がれていっ
てほしい童謡などを聴かせて
くれる楽しいコンサートです。

【栄養の話　講師：保健センター栄養士】
開催日　前原：１月27日㈮
乳幼児の食事と栄養について講話していただきます。離
乳食やお子さんが病気になったときにはどんな物を食べ
させたら良いか…などとても役立つ内容です。

▶親子でふれあうあそびの講座　午前 10 時～ 11 時
自由参加です。内容により人数等に限りがありますのでご了承ください。
※下記の他にもたくさんの講座があります。

【ママビクス　講師：入美由紀先生】
開催日　児玉：１月23日㈪
楽しく軽快な音楽に合わせて親子でからだを動かしましょう。“親
子で楽しむ”ことを第一にダンスしたり、マットやトンネルなど
の用具を使ったりと、筋力アップ＆ストレス解消で心もからだも
リフレッシュしましょう。

【親子体操　講師：立石明子先生】
開催日　日の出：１月25日㈬

跳び箱やマット、フラフープなどを使って元気に体を動かしま
しょう。まだ、歩行ができない低年齢のお子さんも違うメニュー
で楽しく過ごせます。

児童センターのイベント

【前原児童センター】

児童センターのイベント

親子で
ふれあい

バレン
タインに
備えて♥︎かわいい

チョコを
手作り♥︎

簡単で
おいしい

みんなで
楽しもう
♪♪♪

児童
センター

≫
携
帯
用

≫
ス
マ
ホ
用

ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

●会場　本庄市保健センター☎�２００３
相談・学級 内　　容 日　　時 申　　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談 １月26日㈭・２月23日㈭

午前９時30分～11時（15分ごとに実施)
※１月26日㈭はアスピアこだまで実施

定員あり。
各実施月の１日（１月実施分は１月４日）
から本庄市保健センターへ
※母乳相談は初回相談者優先。
※育児電話相談は随時受付中。

母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「 は じ め て 生 活
with ベビー」

妊娠中の生活、お
風呂の入れ方の実
習など

2月18日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

HAPPY BIRTHDAY　　１月生まれのみんな

コアラ
クラス

内　容 日　時 申　込
赤ちゃんのこころ ２月２日㈭　午前10時～11時30分

１月17日㈫から
本庄市保健センターへ

ママといっしょに！親子ふれあい体操 ２月９日㈭　午前10時～11時30分
赤ちゃんのからだ ２月16日㈭　午前10時～11時30分
楽しくおいしく！うきうき離乳食♪ ２月24日㈮　午前９時30分～正午

あ て 先 〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係☎�1155　※締め切りは１月16日㈪必着です｡２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写ったお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先を
記入のうえ右記のあて先へ郵送又は直接持参してください。※応募多数の場合抽選（未掲載のお子さんが優先）。応募写真は返却できません。

武
たけうち
内 逞

た く ま
真ちゃん

１歳　児玉町児玉南
鳥
と り ば
羽 諒

りょう
ちゃん

３歳　西富田
山
やまもと
本 光

ひ か り
莉ちゃん

１歳　児玉町入浅見
竹
たけざわ
澤 紗

さ え
衣ちゃん

３歳　今井
片
かたやなぎ
栁 楓

かえで
ちゃん

１歳　南
圓
つぶらおか
岡 樹

いつき
ちゃん

１歳　早稲田の杜
山
や ま だ
田 朝

あ さ ひ
陽ちゃん

１歳　東台
黒
くろさわ
澤 葵

あおい
ちゃん

１歳　見福
出
で う し
牛 志

し よ り
依ちゃん

２歳　児玉町吉田林
柴
しばさき
﨑 蓮

れん
ちゃん

３歳　小島南
村
むらまつ
松 莉

り こ
心ちゃん

１歳　本庄
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■
高
等
職
業
訓
練促進

給
付
金
等

①
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭

の
父
が
、
対
象
と
な
る
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
１
年
以
上
養
成
機

関
等
で
修
業
す
る
場
合
に
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

　
通
学
制
が
原
則
で
す
が
、
働
き

な
が
ら
資
格
取
得
を
目
指
す
場
合

等
、通
信
制
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

支
給
期
間

　
修
業
期
間
の
全
期
間
が
対
象
で

　
上
限
３
年

対
象
資
格

　
（
准
）
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

　
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等

支
給
額
（
月
額
）

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
10
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯
…
７
万
５
０
０
円

申
請
方
法

　
事
前
相
談
の
う
え
、
支
給
申
請

　
し
、
支
給
が
決
定
し
た
場
合
は
、

　
毎
月
給
付
金
の
請
求
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

②
修
了
支
援
給
付
金

　
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
受

　
給
者
に
、
養
成
課
程
修
了
後
に

　
支
給
し
ま
す
（
要
申
請
）。

支
給
額

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
５
万
円

・
市
民
税
課
税
世
帯
…
２
万
５
千
円

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭

の
父
が
指
定
対
象
講
座
を
受
講
し

修
了
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を

支
給
し
ま
す
。

指
定
対
象
講
座

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

　
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
等
（
介

　
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
や
医
療

　
事
務
等
）

支
給
額

　
費
用
の
60
％
相
当
額
（
上
限
20

　
万
円
。
１
万
２
千
円
を
超
え
な

　
い
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）。

申
請
方
法

　
事
前
相
談
の
う
え
、
講
座
申
込

　
前
に
対
象
講
座
の
指
定
申
請
を

　
し
、
修
了
後
１
か
月
以
内
に
給

　
付
金
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児

童
（
平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
保
護

者
を
対
象
に
、
下
記
の
と
お
り
入

学
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
児
童
の
い
る
ご
家
庭
に
は
、

１
月
中
旬
に
「
入
学
通
知
書
」
及

び
「
入
学
説
明
会
の
ご
案
内
」
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
そ
ち
ら
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
学

校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
若
い
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る

た
め
、
県
営
住
宅
に
専
用
枠
を
設

け
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
予
定
日　
３
月
23
日
㈭
以
降

対
象　
夫
婦
が
と
も
に
34
歳
以
下

　
の
世
帯
（
子
ど
も
の
有
無
は
問

　
い
ま
せ
ん
）

※
収
入
等
各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。

募
集
要
項

　
１
月
４
日
㈬
か
ら
、
営
繕
住
宅

　
課
（
市
役
所
２
階
）、
埼
玉
県

　
住
宅
課
（
県
庁
第
２
庁
舎
）、

　
埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
で
配
布

応
募
期
限

　
１
月
21
日
㈯
（
消
印
有
効
）

母
子
家
庭
等

自
立
支
援
給
付
金
制
度
の
お
知
ら
せ

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
県
営
住
宅

入
居
者
（
若
年
子
育
て
世
帯
向
け
）
募
集

新
入
学
児
童
入
学
説
明
会

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
３
０

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

★
学
校
教
育
課
☎
�
１
１
４
９

★
県
住
宅
供
給
公
社
☎
０
４
８
―
８
２
９
―
２
８
７
５

学校名 実施日 受付時間

本庄東小 ２月２日㈭ 午後１時50分～２時10分

本庄西小 １月27日㈮ 午後１時～１時15分

藤田小 ２月３日㈮ 午後１時～１時25分

仁手小 ２月２日㈭ 午後１時30分～１時40分

旭小
２月３日㈮

午後１時40分～１時55分

北泉小 午後１時30分～１時40分

本庄南小 ２月１日㈬ 午後１時30分～１時45分

中央小

２月３日㈮

午後１時20分～１時45分

児玉小 午後１時～１時20分

金屋小 午後２時～２時15分

秋平小 午後１時30分～１時45分

共和小 １月26日㈭ 午後１時30分～１時55分

特別児童扶養手当 児童扶養手当 児童手当

内
容

精神又は身体に一定の障害がある
児童を育てている人に手当を支給

父又は母と生計を同じくしていな
い児童を育てている人などに手当
を支給

児童の家庭等における生活の安
定及び健全育成のために、児童
を育てている人に手当を支給

対
象

精神又は身体に一定の障害がある
20歳未満の児童を育てている人
※児童が障害による公的年金を受
け取ることができる場合、又は施
設などに入所している場合は受け
られません。

父母の離婚、死亡などによって、
父又は母と生計を同じくしていな
い児童を育てている人や、児童を
育てている父又は母に一定の障害
があるときなど
※児童とは18歳になった年の年度末
まで（ただし、一定の障害のある
児童の場合は20歳の誕生月まで）
※児童が施設などに入所している
場合は受けられません。

中学校修了前（15歳になる日以
後の最初の3月31日まで）の児童
を育てている人で、家計を支え
ている人
※請求者は、父母ともに児童を
養育している場合、原則として
所得の高い人になります。
※公務員の人は職場で申請とな
ります。

※申請者やその配偶者及び同居等生計を同じくしている扶養義務者
(申請者の直系血族、兄弟姉妹）の所得が制限額を超える場合は受け
られません。
重度障害の児童　　月額51,500円
中度障害の児童　　月額34,300円
※毎年物価スライドによる見直し
があります。

＜全部支給の場合＞
１人目支給額　　　月額42,330円
２人目加算額　　　　　10,000円
３人目以降加算額　　　 6,000円
※毎年物価スライドによる見直し
があります。
※所得や公的年金の受給状況に応
じた支給停止措置（減額など）が
あります。

＜所得制限限度額未満の場合＞
３歳未満の児童　 月額15,000円
３歳以上小学校修了前
･･･第１・２子     月額10,000円
･･･第３子以降 　 月額15,000円
中学生                月額10,000円
※第○子とは、18歳になる日以
後の最初の３月31日までの児童
の順番です。
＜所得制限限度額以上の場合＞
月額　一律5,000円

子育て家庭を支援する制度
（特別）児童扶養手当・児童手当をご存じですか？

子ども医療費の登録はお済みですか？

★子育て支援課☎�１１３０、市民福祉課☎�１３３３

★子育て支援課☎�１１３０、市民福祉課☎�１３３３

　次代の社会を担う児童の家庭を経済的に支援することを目的とした福祉制度があります。申請し、認定さ
れると、申請した月の翌月分から支給の対象となります。また、各手当は重複して受給することもできます。
該当する人は早めの手続きをお願いします。

手
当
の
月
額
（
平
成  28
年
度
）

　市では、市内に住所があり、医療保険に加入し
ている15歳までの子どもの医療費等を支給してい
ます。利用するには、事前登録が必要です。
　原則、登録申請日から支給対象となりますが、
出生日や転入日の翌日から15日以内に申請する
と、出生日や転入日から支給対象となります。
登録場所　子育て支援課（市役所２階）
　　　　　市民福祉課（アスピアこだま内）
※「重度心身障害者医療費受給者証」を持ってい
る子どもは、登録不要です。

登録申請に必要なもの
①子どもの健康保険証
　※できていなくても仮登録をしてください。
②家計の主宰者名義の通帳
　※父母ともに子どもと同居し養育している場合　
　は、原則として所得の高い人。
③印鑑（朱肉を使うもの）
■子ども医療費の適正化にご協力ください
　緊急時以外の診療時間内受診やジェネリック医薬
品の使用相談など、医療費適正化にご協力ください。

子育て
Child rearing
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扁
へ ん

 桃
と う

大腸がん
検査キットの提出を忘れてないですか？提出期限は３月末日まで

　すでに検査キットがお手元にある人は早めに医療機関へ提出しましょう。検査キットがお手元にな
い人は、本庄市保健センターへ３月16日㈭までにお申し込みください。

み ん な の 健 康 ガ イ ド

★本庄市保健センター☎�２００３

　　はにぽんチャレンジ対象事業

　　はにぽんチャレンジ対象事業

対象　40歳以上の市内在住者
費用　３５０円　※次の該当者は無料
・70歳以上　　　　　・市民税非課税世帯
・生活保護世帯
・65～69歳の後期高齢者医療制度加入者
用意　健康保険証、検診料　　
検診方法　
①３月16日㈭までに本庄市保健センターへ、電話　
　で検査キットの郵送を申し込むか、又は直接
　窓口でお受け取りください。 
　（土・日・休日を除く)。

Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度

　年末年始の食べすぎ、飲みすぎで体が重くなっ
ていませんか？普段から食べすぎが気になってい
る人もいらっしゃると思います。
　この機会に“食べすぎを解消”“食べすぎを予
防”する方法を考えてみませんか？

日時・会場（①、②同内容です）
①２月９日㈭　　本庄市保健センター
②２月10日㈮　　アスピアこだま
①②午前９時30分～正午（受付９時～）
対象　市内在住者
内容　管理栄養士による講話と調理実習
定員　20人（先着順）　　費用　無料
用意　１日分の食事記録、エプロン、三角巾（バ　
　ンダナ等で可）、手拭き用タオル、筆記用具
申込　１月16日㈪から電話又は直接下記へ

★本庄市保健センター☎�２００３

　扁桃の位置は、口を開けた時に見られ、左右の
前口蓋弓と後口蓋弓との間のくぼみにあります。
これは、一般的に知られている「口蓋扁桃」です。
その他の扁桃は、「咽頭扁桃（アデノイド）」「耳管
扁桃」「舌根扁桃」などがあり、「ワルダイエル扁
桃輪」といわれています。
　扁桃は、外界からの異物侵入を防ぐ免疫の働き
にかかわっています。
扁桃肥大
　通常よりも大きくなった状態を扁桃肥大といい、
その大きさは、通常Ⅰ～Ⅲ度に分けられます。
　肥大は、単純性肥大と炎症性肥大とがあり、一
般的に肥大というと単純性肥大であり、そのほと
んどが４歳～７歳にみられます。
　肥大が、呼吸障害、嚥下障害、発声障害、発育に
かかわるなどのときに手術をするか決めます。肥大
のみで、すぐに手術ということにはなりません。

扁桃炎
　扁桃の炎症では、「急性扁桃炎」「慢性扁桃炎」「習
慣性扁桃炎」「扁桃周囲のう瘍

よう
」「病巣感染」「伝染

性単核症」などがありますが、よくみられる「急
性扁桃炎」について簡単に説明します。
　「急性扁桃炎」は、扁桃の陰

い ん か
窩の感染により起

こります。陰窩は、扁桃表面のたくさんの凹みを
いいます。扁桃全体の表面積を広くして、外界か
らの異物を受けやすくしています。
　症状は、悪寒を伴う高熱、全身の怠さ、喉の痛
み、首のリンパ節の腫れなどです。
　治療は、抗生剤などの薬やうがいで安静を保ちま
す。３～４日で下熱し、１～２週間で治ります（溶
連菌感染は、７～10日間の抗生剤の服用が必要です）。
　扁桃は、常に外の異物に接する特異な臓器です。
日頃、規則正しい生活をする心がけが大切です。

　みなさんは普段どれだけ怒っていますか？「怒
る」という感情を持つことは、悪いことばかりで
はありません。「怒り」をうまくコントロールす
ることで、やる気に変えることもできます。
　怒りの仕組みを知り、「怒り」の上手な表現方
法・対処方法を学んでみませんか？

日時・会場　２月23日㈭
○午前の部　午前９時30分～11時30分（受付９時～)
　会場　セルディ　２階大会議室
○午後の部　午後１時30分～３時30分（受付１時～)
　会場　本庄市保健センター
※午前・午後とも同内容です。
講師　大小原　利信　氏
　　 （㈱ラポール企画システムカウンセラー）
対象　市内在住者　　定員　30人（先着順）
費用　無料　　　　　用意　筆記用具
申込　１月23日㈪から電話又は直接下記へ

★本庄市保健センター☎�２００３

②検査キットを受け取ったら便を２日分採取し、
　３月31日㈮（土・日・休日を除く午前中）まで　
　に指定医療機関へ提出してください。

※この検診は、年度内に１人１回のみ受診できま
　す。すでに平成28年５月以降に受診した人が今
　年度中の受診を希望する場合、費用は全額自己
　負担となります。直接医療機関へお申し込みく
　ださい。

ほんぽ食堂
食べすぎかなと思っているあなたへ

コミュニケーション講座
～怒りのコントロール編～

１月８日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎�３３４３
１月９日㈷ 中 沢 皮 膚 科 東 台 ２ 丁 目 ☎�１１１２
１月15日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎�６２１１
１月22日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎�０６００
１月29日㈰ 根 岸 医 院 児 玉 町 児 玉 ☎�００７１
２月５日㈰ 服 部 ク リ ニ ッ ク 東 台 ４ 丁 目 ☎�４６７１
２月11日㈷ 春 山 眼 科 医 院 けや木 １丁目 ☎�２１６０

★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専用電話番
号です。夜間など、時間外に診療可能な病院については、児
玉郡市広域消防本部指令課(☎�1119）でご案内していま
すので、ご利用ください。ただし、診療科目によっては、
県外や児玉郡市以外の病院をご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎�３３２２)
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
　※診療に関すること以外のお問い合わせ・電話相談はご遠慮く
　ださい。
　※健康相談等は右記の電話相談をご利用ください。
●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
　ので、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療
●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎�６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）　午後６時～９時
　対　象　中学生まで
●電話相談をご利用ください（相談料無料）
 ほんじょう健康相談ダイヤル２４（通話料無料）
　☎０１２０－１２２－８８５
　受付時間　24時間体制　年中無休
　相談員　　看護師・保健師・医師など
　対　象　　本庄市在住の人
 ｢＃8000｣小児救急電話相談 (通話料利用者負担)
 （ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、
　　　　　　　　　　  　 ☎０４８－８３３－７９１１）
 受付時間　月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
　　　　    日曜日、休日、年末年始 午前７時～翌日午前７時
 ｢＃7000｣大人救急電話相談（通話料利用者負担）
 （ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、
                                    ☎０４８－８２４－４１９９)
 受付時間　月曜日～土曜日　午後６時30分～10時30分
　　　　　 日曜日、休日、年末年始　
　　　　　　　　　　　　   午前９時～午後10時30分

舌

口蓋垂

口蓋扁桃

後
前 の口蓋弓



地球が風邪をひいている状態なんだって
地球温暖化って
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市民相談（１月～２月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。
相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 １月19日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
   　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

１月４日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬　午後１時～４時
◎２月の相談日

弁護士に
よる相談

２月１日㈬・８日㈬　午後１時～４時　
定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

２月22日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順)

労 働 法 律 ２月15日㈬　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

不 動 産 １月13日㈮・２月10日㈮　午後１時～４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 ２月９日㈭　午後１時～４時　
相談員＝社会保険労務士

税 務 １月10日㈫・２月14日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
１月10日㈫・２月14日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま１階 

　　　　　　会議室３ はにぽんプラザ ☎�０８２８
１月24日㈫　午後１時～４時 はにぽんプラザ１階　

　　　　　　　　控室

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）

毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時30分～午後３時
１月４日㈬～６日㈮はお休みです。 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（１月４日㈬はお休みです｡）
電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時～４時（最終受付は３時30分）
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） 
午後１時～４時（最終受付は３時30分）

アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 １月15日㈰・18日㈬・25日㈬・２月１日㈬
午後１時～４時（最終受付は３時30分)

※相談時間中の
ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み １月13日㈮・27日㈮

午後１時～４時（最終受付は３時30分)

成 年 後 見 １月10日㈫・24日㈫・２月14日㈫
午後１時～４時（最終受付は３時30分)

※各種相談は予約制
※２月の相談予約は、１月20日㈮から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません
　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

「
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凍結路面でのスリップ事故に注意 !
凍結路面走行時には次のような運転を心がけましょう。

① 急発進、急加速、急ハンドル、急ブレーキなど、｢急｣ のつく操作はしない。
② カーブに入る前に、早めに減速をする。
③ 坂道は、前の車との車間距離を十分とり、途中で止まらずゆっくり進む。
④ スタッドレスタイヤやチェーンを早めに装着する。
※特に、橋の上・交差点やカーブの手前・山間部等の日陰は凍結しやすく要注意 !

※本庄市は 11 月末現在、人口 1 千人あたりの人身事故発生件数は 5.60 件で県内ワースト 1 位。

急な冷え込み！路面が凍結 !!

生ごみの
水切りしてますか？

収集車両の排気ガス抑制や
ごみの焼却の効率アップ！

～雪や台風の日のごみ出しを
控えるようご協力を～

　本庄市では1日平均約48tの燃えるごみが出されます。
　水切りを行うだけで、燃えるごみの約２tの重量を
減らすことができるといわれています。しっかり水
を切ることでごみ焼却の効率が上がるだけでなく、
ごみの重量が減り収集車両の燃費も上がります。
　その結果、二酸化炭素の排出が減少し、地球温暖
化防止につながります。
　悪臭や腐敗も抑えられ、カラスなどに荒らされる
ことを防ぐ効果もあります。

引き続き「生ごみの水切り」に
ご協力をお願いします。

生ごみの減量や水切りを呼びかける標語

（小・中学生の部優秀賞　宇都宮涼花さん　本庄東小６年）

今月の標語
「水切って　そのひと手間で　ごみ減量」

生ごみの80％が水分

　降雪や台風などの悪天候時は、
交通や道路状況等の影響で収集が
遅れたり、やむをえず収集を中止
することがあります。
　悪天候の日には、ごみ出しをで
きるだけ控えていただき、次回の
収集日に出すようご協力をお願い
します。

悪天候時のごみ出
しは風にあおられた
り、足もとが滑りや
すいなど危険です！
十分に注意してくだ
さい！

EC
ガイド

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま １月は中止
２月５日㈰ 午前９時～11時  ハートtoハート

(佐久間さんち)
☎�９３００市役所 １月15日㈰ 午前９時～11時、午後１時～３時

本庄南公民館 １月14日㈯ 午前９時～11時 佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型事業所「佐久間さんち｣
(本庄高校北側） １月20日㈮ 随時受付 ポノポノ

☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

★環境推進課☎�１１７２

★環境推進課☎�１１７２

老人福祉センターつきみ荘の休館日　☎�３６９６
10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・２月６日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日　☎�８１２６
10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・２月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
25日㈬～30日㈪・２月４日㈯～９日㈭

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

－今月の納税納付〔納期限：１月31日㈫〕
・市県民税　　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

－夜間収納・市税休日窓口のお知らせ－
日時　１月５日㈭、２月６日㈪　午後５時15分～７時
場所　市役所１階　収納課☎�１１２０
　　　アスピアこだま　市民福祉課☎�１３３３
日時　１月29日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所　市役所１階　収納課



振り返る 2016 年

11 月 ６月

１月

５⺼

２⺼

12 ⺼

３月 ４月 10 月

７月

８⺼

１月　第９回つみっこ合戦
２月　第10回中学生まちづくり議会
３月　塙保己一先生銅像除幕式（本庄早稲田駅前）
４月　本泉地域交流拠点施設「遊楽荘」オープン式典
５月　第10回本庄総合公園まつり
６月　共栄地内で不発弾処理・撤去作業
７月　余熱利用施設「湯かっこ」利用者300万人達成
８月　本庄市にルーツを持つ「コンバットレスリ　　　
　　　ング」アジア選手権大会が市内で開催
９月　㈱カインズと共同で開発した「生ごみ水切
　　　り器」が発売
10月　スポレクフェスタ2016
11月　ゆるキャラ®グランプリ2016で
　　　はにぽんが準グランプリに
12月　市民ホールでクリスマス・ディスプレイ

９⺼

注 「広報ほんじょうおしらせ版 1 月 15 日号」はお休みです。
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

　アンケートにお答えいただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる
広報アンケートを行っています。あなたの声を広報に生かしませんか。

応募方法　 アンケートの答え・住所・氏名・年齢を記入のうえ、
　　　　　１月25日㈬までにはがき又は電子メールで下記へ
　　　　　※各月１人１通まで
応  募  先　 〒367-8501　本庄市役所秘書広報課「広報アンケート」係
　　　　　    kouhou@city.honjo.lg.jp※件名に「広報アンケート」を明記
※当選者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせていただきます。

広報アンケート

読んで答えてプレゼントＧＥＴ！

★ プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。
　詳しくは、市ホームページ又は秘書広報課☎�１１５５へ

①１月号で１番良かったページは？
②どんな記事を読みたい(充実してほしい)？
③広報紙の改善してほしい点は？

アンケートＱ

マ チ を
好 き に な る
ア プ リ
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今月のプレゼント

児玉町へ移転しまし
た。「一人でも行き
たい！また行きた
い！」と思えるよう
な店づくりを心がけ
ています。

▶店舗情報
magle's cafe
（マグルズ  カフェ）

児玉町蛭川51-7
☎�８７９３
11：30～22：00
月曜・第2・3火曜定休

スコーンとクッキーと紅茶のＳＥＴ
５人（抽選）


